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平成22年正月　
雪化粧した町内。朝日を浴びて西山の稜線がきれいに浮かび上がり、力強さと温かさが感じられます。

㈱鈴木工務店　生コンプラントより撮影
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　明けましておめでとうござい
ます。皆様におかれましては、
希望に満ちた輝かしい年をお迎
えのこととお慶び申し上げます。
　町政の舵を取らせていただき
２年目となり、様々な場面で町
民の皆様の声をお聞きしますと、
まちづくりへの熱い思いが感じ
られ、その重責に身が引き締ま
る思いです。
　白鷹町のまちづくりは、町民
と創りあげる「共創のまちづく

り」を理念として進めて参ります。町民の皆様と町がそれぞれ
の役割と責任の下、相互の立場を尊重し、情報を共有しながら、
対等な関係に立って協力していく協働の理念を踏まえ、よりお
互いが対話を通して意識を高め合い、創造、発展していくこと
を目指します。
　この理念をもとに各種施策を展開していきます。第１に、「安
心で住みよいまちづくり」として、町民が安全で安心して暮ら
せる社会を実現するため、出産・育児に対する精神的、経済的
な不安を少しでも解消できる切れ目のない支援策などにより、
子育てしやすい環境づくりを進めます。また、荒砥橋架け替え
の整備促進、フラワー長井線の存続など地域公共交通の確保、
健康・福祉・医療の充実や環境保全、地域の安全・安心の確保
に向けた取り組みを行います。
　第２に、「活力あるまちづくり」として、景気・雇用対策を重
点に、企業誘致、受注拡大活動の推進と既存企業の支援、町内
消費拡大策を展開していきます。また、農業・工業・商業・観
光などそれぞれの分野で連携し、本町の特色ある地域資源と調
和した新たな産業発展の仕組みづくりを進めている白鷹プロジ
ェクトを推進するとともに、持続可能な農業振興を図るために、
地域農業活性化センターを核にした事業などを行います。
　人口減少、少子化の進行は、地域コミュニティの低下や担い
手不足、伝統文化の衰退に大きな影響を及ぼします。このこと
から、第３に、「未来を担う人づくり」として、荒砥高校存続に
向けた活動、学校教育の充実、生涯学習や芸術文化活動などを
進めていきます。
　あらためて、町を想いますと美しい「おらだのふるさと」の
響きであります。この受け継がなければならない白鷹の未来に
続く再生が、私たちのまちづくりの責務と考えております。人
・知恵・風土・文化などを活かす地域生活圏創造であり、人間
性回復につなぐ共創のまちづくりを進めて行きたいと思います。
　世界的規模の社会経済変動が私たちの生活に直接影響する状
況の中で、皆様とともに、英知を結集し果敢に取り組むことが
必要と考えています。本町のさらなる発展と住民福祉の向上に
向け、全力を傾注してまいりますので、町民の皆様のご指導、
ご協力を賜りますようお願いいたします。
　結びにあたり、公職選挙法への私の認識不足により、結果と
して町民の皆様に多大なるご迷惑をおかけしてしまったことに
つきましては、不徳のいたすところであり、深く反省し、お詫
び申し上げる次第であります。
　本年が皆様にとりましてすばらしい年になりますよう心から
ご祈念申し上げ、新年のごあいさつといたします。

白鷹町長　佐　藤　誠　七

年頭のごあいさつ
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　新年明けましておめでとうご
ざいます。町民の皆様におかれ
ましては、輝かしい新年を迎え
られ謹んでお慶び申し上げます。
　いつも年頭に思う事は、地球
上においてさまざまな事件・事
故、そして自然災害などによ
って多くの尊い命が失われてい
る中で、穏やかな年の瀬を迎え、
そして新しい年を迎えられるこ
との出来る幸せを常に忘れては
ならないものであることを改め

て考えるものであります。
　昨年の世相を表す一文字が「新」に決まりました。民主党
を中心とする新政権の誕生や、イチロー選手が樹立した新記録
・新型インフルエンザの猛威などが理由のようであります。中
でも、戦後一貫して続いた自民党を中心とした政権に替わって、
民主党中心の新政権が誕生した事は、政治の末端に係わる者の
一人として激震が走った様な驚きがありました。「地方主権・脱
官僚・コンクリートから人へ」、次々に打ち出されるマニフェ
スト、国民が注目する中で今、政権与党として生みの苦しみの
中で頑張っておられる訳ですが、これからの日本丸を間違いの
ない方向へ導いてくれる事を願うものであります。
　昨年は、白鷹町も誕生して55周年を迎え数多くの記念事業に
取り組んでまいりました。中でも、鮎貝土地区画整理事業の中
核施設であり、文化・交流・人づくりの拠点となる「あゆーむ」
が10月４日にグランドオープンいたしました。合わせて当会場
にて多くのご来賓を迎え式典が盛大に執り行われました。この
施設の完成にあたっては、町民のかたがた、そして議会におい
て大変な議論の末に誕生した施設でありますが、人材育成・均
衡ある町の発展を願っての施設建設であり、今後の白鷹町の文
化・交流の発信拠点としての利活用に大いに期待するものであ
ります。
　さて、わが町も誕生以来、「快適で豊かな田園都市の創造」を
目標としながら、平成12年から始まった第４次総合計画では、
「人・自然ともにきらめき心豊かな美しい郷」を将来像として
諸施策に取り組んできた訳ですが、10年の最終年を迎え平成22
年度より第５次総合計画が策定されます。一昨年の秋以降続く
世界同時不況が未だに回復しない中での策定になりますが、こ
の白鷹の「自然」そして「人」を最大限生かしながら魅力ある
まちづくりのため全力を注がなければならないと考えるもので
あります。
　議会はこの２年間の研修を、総務省への陳情などに絞ってま
いりました。それは、現在まで施行されてきた過疎法が、平成
23年３月をもって10年の期限を迎えるからであります。自主財
源の少ない自治体にとって必要不可欠な法律ですので、期限延
長に向け、議会一丸となって頑張る所存であります。
　以上、年頭にあたり所感の一端を申し上げ、町民の皆さまの
ご多幸を心からお祈りし、年頭のごあいさつといたします。　
　

白鷹町議会議長　船　山　　仁　

年頭のごあいさつ
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2010

新年明けましておめでとうございます。
今年も年男・年女のかたがた（12 人）にインタビュー
させていただきました。
新年の抱負や町への思いなどを語っていただきました。

　昨年は、社会人１年目ということで学生時代とは全く違う環境に戸惑
いながらも、先輩のアドバイスをいただきながら１年を無事に終えるこ
とができました。今年は後輩が入ってくるので、きちんと業務に務めな
がら、私が先輩から良くしていただいたように、後輩の面倒を見れるよ
うなしっかりした社会人になりたいと思います。今は日々の仕事や資格
試験などで忙しい毎日ですが、少し余裕ができたら小さいころから習っ
ていたエレクトーンに取り組んでみたいと思います。
　私は、学生時代を県外で過ごしましたが、町には自然や景色など良い
ところが残っているので、県外のかたにも知ってもらえるように情報発
信やＰＲに力を入れてもらいたいと思います。

樋口綾香さん　深山／昭和61年生まれ　会社員

　今は経済が大変厳しいときですが、お客様に仕事をさせていただき、
切れ目なく続けて来ることができました。今年は、個人としても会社と
しても、今までの足跡を振り返り、じっくり考えてから、その先へ進め
るようにしたいものです。そして、より仕事、お客様を大事にしていき
たいと思っています。
　町にはまだまだ個々人の「力」があります。色々な制度が整備され恵
まれた環境ではありますが、たとえ一線を退いていたとしても、その制
度に全て甘えることなく、一生涯現役で立ち回ってほしいです。
　町には、その力を持ち寄れる、発揮できるような、工夫・仕組みを考
えていただければと思っています。

西塚伊三さん　東高玉／昭和13年生まれ　会社役員

　去年の夏、２泊３日の「わんぱく夢冒険」に参加して、他の小学校の
人と一緒にディズニーランドなどに行ってきました。親がいない生活は
心配だったけど、友達と協力しながら過ごすことができ、友達との仲を
深めるとても良い経験になりました。今年は最高学年の６年生になるの
で、下級生などみんなにやさしく接して、学校を引っ張っていけるよう
にがんばりたいです。
　私は学校から見える景色が大好きで、特に春の桜が満開になったとき
が一番きれいで好きです。このきれいな自然や景色をこれからも大切に
してもらいたいと思います。

海老名毬絵さん　滝野／鷹山小学校５年（運営委員）
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年男・年女さんに聞きました
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丸川富枝さん　横田尻／昭和25年生まれ　農業

　昨年は、このところの不況で農家にとりましてもかなり厳しい状態で
した。野菜や果物、まして花

か

卉
き

類に当たっては最悪でした。以前だった
ら初出荷にはご祝儀値段の高値が望めたのに、残念です。農家に嫁いで
35年、今では家庭野菜作りを楽しみに家族が健康で暮らせる事が何より
です。91歳になる夫の父が元気でいてくれるおかげで、農作業に励むこ
とができます。感謝ですね。
　最近は秘伝大豆の豆腐作りにはまっています。味の方は、「おからはお
いしいね」と未だ合格に到っていません。
　近くに上の台公園がありますが、大変良いところなので、桜回廊のみ
ならず皆さんに足を運んでいただきたいです。

　寿司屋２代目の私は、県外などで約７年の修行を経て白鷹町に戻り、
今年で10年目になります。昨年は、山形県寿司組合青年部に誘っていた
だいて、県内全域の同業種のかたと知り合うことができました。その土
地特有の食材を使った料理を教えてもらったり、仕事を超えたさまざま
な情報交換もでき、大変良い刺激を受けた１年でした。
　今年は、新しい食材を使った料理にもチャレンジして、これまで以上
にお客様に喜んでいただける料理を提供したいです。
　私の地域では、若い人が少なくなっていて、消防団活動や地域行事の
運営が大変になっています。若い人が残れる、活気のある町になってほ
しいです。

飛鳥井芳憲さん　菖蒲／昭和49年生まれ　自営業　
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紺野康子さん　畔藤／大正15年生まれ　家業は酪農

　毎日の楽しみは、ご近所のお友達や親戚のかたとのお茶飲み。これが
健康の秘訣かな。毎日だれかと会って楽しく過ごしています。
「お互い様」と言う言葉がありますが、何かあるとすぐかけつけてくれ
る、自分もかけつける、こういうご近所付き合いは、非常に気持ちもい
いし、ずっと大事にしなければならないものだと思っています。毎日気
持ちよく過ごすこと、相手を思いやる気持ちを大事にすること、和やか
にすることを大事にしてます。
　新年の抱負は、何より家族が仲良くみんな元気に過ごすこと。一番は
家族の愛です。みんな仲良く元気に穏やかに、そして自分の健康にも留
意して過ごしていきたいです。

　現在酪農を営んでおり、成牛・育成牛合わせて16頭を飼育しています。
世界的な不況のため、いいものを作っても安いものに流れる世の中にな
っていますが、白鷹は「搾乳量県内一位」という誇りをもって仕事に
励んでいます。政権が変わり、農業政策についても不透明な状況ですが、
これからも堅実に頑張っていきたいと思います。そのため、まずは健康
を第一にしっかり家族を養っていきたいです。また、最近はなかなか行
けませんが、久しぶりに夫婦でツーリングに行きたいですね。
　町にはいい人材がたくさんいると思うので、そういった若者が定着で
きるような町になってほしいです。

髙橋弘寿さん　横田尻／昭和37年生まれ　酪農

　去年から長男がキッズスポーツのスポ少に入団し、サッカーをしたり
ソフトバレーをしたりして楽しんでいます。その影響で主人のバスケの
クラブチームの練習に行っても、私が相手になりサッカーのまねごとを
しています。私はただ声を張り上げるばかりで、体がついていきません。
　今年、子どもとのスキンシップを図りながら体力強化に努め、吠

ほ

える
だけでなく寅のように（？）格好のいい母になりたいと思います。
　白鷹町は、他の市町と比べて子育てに対する支援が行き届いていると
思いますが、より子育てしやすい環境を整えていただければと思います。

金田純子さん　横田尻／昭和49年生まれ　会社員

　僕の小学校では、学年ごとに家での自習学習の時間を設定（学年×10
分）して取り組んでいます。去年は、設定された時間に足りない時があ
ったので、６年生になる今年は、毎日きちんと学習して、設定された時
間をクリアできるようにがんばります。
　僕は家の近くの川や最上川などで、緑色だったり透明できれいな石を
集めることが好きですが、川が少しずつ汚くなっているように感じます。
ゴミの分別など、だれでもできる身近なことから取り組んで、環境が良
くて住みやすい町になってほしいです。

塩川秀幸くん　高玉／蚕桑小学校５年（放送委員）
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飯澤　明さん　荒砥乙／昭和61年生まれ　消防士

　消防士１年目として、火災や事故などの現場や事務処理などの業務を
行っていますが、消防士は体力に加え緊急時の迅速な対応や判断力が
求められます。現在は、職場の先輩からさまざまなことを教わりながら、
家で筋力トレーニングをしたり、救命・救急の資料などを読んで日々勉
強しています。社会人２年目となる今年は、体力・知識を身に付け、少
しでも早く一人前の消防士になり、地域の安全安心に努めたい思ってい
ます。
　休日は、カジカ突きなどの釣りに出かけてリフレッシュしていますが、
町のきれいな自然はこれからも残してほしいと思います。

千田健司さん　荒砥乙／昭和25年生まれ　会社員

髙橋郁子さん　荒砥甲／昭和37年生まれ　会社員

　今年は還暦を迎えます。竹に例えると各節目が厄年で、今年は人生最
後の厄年になり、最後の硬い節の部分になります。その後は、まっすぐ
に伸びる竹のように古希から百寿まで迎えたいものです。
　そのためには健康であることが第一で、一番の財産だと感じます。今
年も毎日一万歩を目標に歩き、休日は山菜採りを楽しみたいと考えて
います。仕事面では、山形県３人目の新車累計3,000台の販売を目指し、
トヨタ自動車殿堂入りに近付けたいものです。
　私は、自然豊かな白鷹町が大好きです。この歴史ある町を自然豊かな
まま残していきたいと思います。

　普段は、看板やポスターなどの企画・デザイン・製作までの仕事を
していますが、仕事以外では長井市の小桜館を拠点とした NPO 法人で、
まちあるきなどの活動を行っています。私は実家も、嫁ぎ先も最上川の
近くなのですが、四季折々の顔を見せてくれる最上川が大好きです。フ
ットパスなど、最上川を取り巻く環境は整備されていますが、地元の人
にもっとその良さを知ってもらいたいと思っています。NPO などの活
動を通して、最上川やフラワー長井線沿線をつなぎ、市町を超えた活動
で人と人とのつながりを大切にしていきたいです。そして多くの人に最
上川や白鷹の良さを知っていただきたいと思います。町などの行政には、
民間と一緒に協力していただける体制を作ってもらいたいと思います。

Interview
新春特集

　すべての年男・年女の皆さんにとって
今年１年が良い年でありますようお祈り
いたします。

　このたび、ご協力いただいた皆さん、お忙しいとこ
ろ、貴重な時間を割いていただき本当にありがとうご
ざいました。

2010
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催
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明
る
い
未
来
の
「
し
ら
た
か
」
の
た
め
に

こ
�
�
環
境
会
議
開
催

　

12
月
19
日
、
パ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー

で
「
子
ど
も
環
境
会
議
」
が
行
わ

れ
、
町
内
の
各
小
学
校
、
中
学
校
、

荒
砥
高
校
の
代
表
14
人
の
児
童
生

徒
と
、
学
校
関
係
者
や
美
し
い
郷

づ
く
り
推
進
会
議
の
か
た
な
ど
合

計
で
約
70
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

な
ぜ
開
催
さ
れ
た
の
？

　

こ
の
会
議
は
、
青
少
年
育
成
町

民
会
議
（
文
屋
正
道
会
長
）
と
教

育
委
員
会
の
主
催
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
昨
年
は
「
こ
ど
も
議
会
」

と
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
が
、
よ

り
活
発
な
意
見
交
換
や
交
流
が
で

き
る
よ
う
に
と
、
昨
年
の
こ
ど
も

議
会
で
提
案
さ
れ
て
実
現
し
ま
し

た
。

ど
ん
な
内
容
？

　

会
議
の
テ
ー
マ
は
「
環
境
」。

は
じ
め
に
、
町
の
環
境
教
育
指
定

校
の
東
根
小
学
校
と
西
中
学
校
か

ら
取
り
組
み
の
事
例
発
表
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
子
ど
も
た
ち
３
グ
ル

ー
プ
と
、
美
し
い
郷
づ
く
り
推
進

会
議
の
か
た
を
中
心
に
し
た
大
人

１
グ
ル
ー
プ
の
４
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
、
常
日
ご
ろ
考
え
て
い
る
環

境
に
対
す
る
思
い
や
改
善
策
な
ど

に
つ
い
て
、
子
ど
も
も
大
人
も
一

緒
に
な
っ
て
意
見
交
換
を
行
い
ま

し
た
。

　

グ
ル
ー
プ
ご
と
に
、
カ
ー
ド
な

ど
を
使
い
な
が
ら
意
見
を
ま
と
め
、

美
し
い
未
来
の
白
鷹
の
た
め
に
発

表
を
行
い
ま
し
た
。

各グループの発表

　

最
後
に
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
東

北
芸
術
工
科
大
学
准
教
授
の
三
浦

先
生
と
佐
藤
町
長
か
ら
講
評
を
い

た
だ
き
、
充
実
し
た
会
議
と
な
り

ま
し
た
。

チーム
「ＭＩＤＩＫＡ（みぢか）」

テーマ
「電気をこまめに消す」

メンバー
金田日菜子（蚕桑小）
原田　　航（鮎貝小）
新田　ゆい（荒砥小）
竹田　　快（鷹山小）
小形　駿一（東根小）

　私たちは、ゴミの分別・節水・電気をこま
めに消す・１人１鉢を植えることを頑張りま
す。チーム名にもしたように、「電気をこまめ
に消す」など「身近」なことから取り組んで、
きれいな環境を守っていきたいと思います。

（敬称略）
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白
鷹
町
は
県
内
で
も
環
境
に
対

し
て
熱
心
で
レ
ベ
ル
の
高
い
こ
と

を
実
践
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

み
ん
な
今
日
初
め
て
会
っ
た
メ

ン
バ
ー
が
ほ
と
ん
ど
の
よ
う
で
し

た
が
、
短
い
時
間
で
良
く
ま
と
め

ら
れ
た
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
今

回
の
様
な
会
議
は
大
変
貴
重
な
体

験
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

な
ぜ
、
町
や
国
レ
ベ
ル
で
環
境

改
善
が
な
か
な
か
進
ま
な
い
の
か
、

そ
れ
は
、
話
し
合
う
場
（
機
会
）

が
な
い
か
ら
で
す
。
環
境
対
策
は
、

個
人
で
は
な
く
み
ん
な
で
取
り
組

ん
で
い
く
こ
と
が
大
切
な
の
で
す
。

　

今
、
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
で
は
国

同
士
が
環
境
に
つ
い
て
話
し
合
っ

て
い
ま
す
が
、
今
回
み
な
さ
ん
が

行
っ
た
会
議
も
そ
れ
と
全
く
同
じ

で
す
。

　

今
後
も
環
境
に
つ
い
て
話
す
場

を
持
ち
続
け
て
く
だ
さ
い
。
そ
し

て
、
こ
れ
か
ら
も
み
な
さ
ん
で
住

み
よ
い
環
境
を
守
り
作
っ
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

　

今
日
お
集
ま
り
い
た
だ
い
た
皆

さ
ん
大
変
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

環
境
は
意
識
の
持
ち
方
が
大
切
だ

と
思
い
ま
す
。
先
日
上
郷
ダ
ム
を

視
察
し
ま
し
た
が
、
ダ
ム
に
は
上

流
の
３
市
４
町
の
ゴ
ミ
が
集
ま

り
、
ゴ
ミ
処
理
に
年
間
一
千
万
円

の
経
費
が
使
わ
れ
て
い
る
そ
う
で

す
。
上
流
に
住
む
人
た
ち
が
も
っ

と
ゴ
ミ
に
対
し
て
意
識
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

昨
年
開
催
し
た
ま
ち
づ
く
り
座

談
会
で
、
町
民
の
か
た
か
ら
「
お

金
を
か
け
な
い
で
、
美
し
い
町
づ

く
り
を
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
提

案
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
内

容
は
、
１
人
１
鉢
運
動
で
各
家
庭

に
花
を
飾
る
と
い
う
も
の
で
、
大

変
す
ば
ら
し
い
こ
と
だ
と
思
い
ま

し
た
。
美
し
い
町
と
は
見
た
目
は

も
ち
ろ
ん
、
住
む
人
の
心
も
表
わ

す
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
ぜ
ひ
そ

の
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
を
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
日
は
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

三
浦
准
教
授

佐
藤
町
長

チーム
「ＫＩＫＵち（きくち）」

テーマ
「省エネにチャレンジします」

メンバー
梅津　響平（西　中）
高橋　美緒（東　中）
菊地　康紘（荒砥高）
菊地　愛美（荒砥高）
菅原　沙織（荒砥高）

　私たちは、省エネにチャレンジします。そ
のために、ゴミ削減・節水・電気をこまめに
消す・エコバックの推進、そして天気の良い
日は自転車を使うようにしてガソリンの消費
を少なくし、CO2排出量削減などに取り組ん
でいきます。

チーム
「生徒会長３/ ４」

テーマ
「資源を大切にします」

メンバー
小林　静花（西　中）
小出　央人（東　中）
五十嵐兼一（荒砥高）
布施　恵　（荒砥高）

　私たちは、資源のリサイクルやマイコップ
・マイはし、エコバックを使うことによって
資源を大切にしていきます。また、なるべく
公共の乗り物で移動するようにし、燃料の削
減にも取り組んでいきたいと思います。

チーム
「美しい郷づくり」

テーマ
「美しい地球を守るために」

メンバー
伊野　幸男（十王）
小形　清子（浅立）
髙山　耀子（十王）
髙野　節子（荒砥）
松木千鶴子（鮎貝）
梅津　一久（十王）

　環境を守ることは、みなさんの意識が大切
です。環境浄化は台所から取り組みましょう。
また、余計な電気などを使わないように、冬
は遅起きしたり、お年寄りの知恵を借りるな
ど、昔ながらの生活に戻ってみることも大切
なことではないかと思います。



　

昨
年
５
月
28
日
の
大
ホ
ー
ル
の

ア
ス
ベ
ス
ト
落
下
に
よ
り
、
緊
急

措
置
な
ど
の
対
応
を
し
て
き
た
中

央
公
民
館
施
設
に
つ
い
て
は
、
公

民
館
棟
及
び
大
ホ
ー
ル
棟
の
老
朽

化
、
耐
震
補
強
な
ど
の
課
題
も
あ

り
、
教
育
委
員
会
と
し
て
今
後
の

中
央
公
民
館
施
設
の
あ
り
方
を
検

討
す
る
よ
う
町
長
か
ら
指
示
が
あ

り
ま
し
た
。

　

教
育
委
員
会
で
は
「
中
央
公
民

館
・
大
ホ
ー
ル
施
設
に
か
か
る
庁

内
検
討
委
員
会
」
を
立
ち
上
げ
、

関
係
機
関
や
団
体
の
皆
さ
ん
か
ら

の
ご
意
見
も
お
伺
い
し
な
が
ら
さ

ま
ざ
ま
な
面
か
ら
の
検
討
を
行
い
、

そ
の
内
容
は
広
報
し
ら
た
か
10
月

13
日
号
で
「
中
央
公
民
館
の
施
設

に
か
か
る
方
向
性
（
中
間
報
告
）」

と
し
て
お
示
し
し
て
き
ま
し
た
。

　

方
向
性
に
つ
い
て
は
、
11
月
13

日
ま
で
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
ご
意

見
を
お
伺
い
し
、
さ
ら
に
は
「
各

地
区
ま
ち
づ
く
り
座
談
会
」
で
の

ご
意
見
な
ど
も
踏
ま
え
、
庁
内
検

討
委
員
会
に
お
い
て
検
討
を
重
ね

て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
検
討
委
員
会
か
ら
の

施
設
整
備
の
方
向
性

「
公
民
館
棟
は
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
及
び
機
能

充
実
、
大
ホ
ー
ル
棟
は
取
り
壊
し
を
す
る

の
が
適
当
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。」

　

人
口
減
少
な
ど
、
町
を
取
り
巻

く
環
境
が
一
層
厳
し
く
な
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
る
中
で
、
今
後
の
施

設
整
備
の
方
向
性
を
定
め
る
こ
と

は
非
常
に
難
し
い
判
断
で
す
。
恐

ら
く
右
記
の
方
向
性
に
対
し
て
町

民
全
員
が
賛
成
と
い
う
わ
け
に
は

い
か
な
い
も
の
と
思
い
ま
す
。

　

方
向
性
の
検
討
に
当
た
っ
て
は
、

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
や
ま
ち
づ

く
り
座
談
会
な
ど
、
町
民
の
皆
さ

ん
の
ご
意
見
は
お
聞
き
し
ま
し
た
。

　

実
際
に
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
意

見
の
大
半
は
、
大
ホ
ー
ル
棟
の
取

中
央
公
民
館
︵
公
民
館
棟
・
大
ホ
ー
ル
棟
︶
施
設
に
か
か
る
意
見
書
に
つ
い
て

︵
教
育
委
員
会
か
ら
町
長
に
提
出
︶

り
壊
し
に
関
す
る
も
の
で
、
賛
成

と
反
対
そ
れ
ぞ
れ
の
意
見
が
あ
り

ま
し
た
。

　

そ
の
上
で
、
こ
れ
か
ら
の
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
る
中
に
お
い
て
は
、

何
を
優
先
に
考
え
、
そ
の
中
に
お

け
る
選
択
と
集
中
が
必
要
で
あ
り
、

さ
ら
に
は
整
備
の
財
源
手
法
な
ど

も
考
え
た
と
き
、
方
向
性
を
明
確

に
し
て
お
く
必
要
も
あ
り
ま
す
。

　

11
ペ
ー
ジ
に
、
方
向
性
を
判
断

す
る
に
当
た
っ
て
の
理
由
を
ま
と

め
ま
し
た
。

報
告
を
受
け
、
12
月
11
日
に
教
育

委
員
会
を
開
催
し
、
細
部
に
わ
た

り
検
討
を
い
た
し
ま
し
た
。
教
育

委
員
会
と
し
て
は
、
中
央
公
民
館

（
公
民
館
棟
・
大
ホ
ー
ル
棟
）
の

施
設
整
備
の
方
向
性
を
次
の
よ
う

に
ま
と
め
「
意
見
書
」
を
町
長
に

提
出
い
た
し
ま
し
た
。
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「
大
ホ
ー
ル
棟
は
取
り
壊
す
」、

「
公
民
館
棟
は
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
及

び
機
能
充
実
を
図
る
」
と
い
う
中

間
報
告
の
方
向
性
に
対
し
、
町
民

の
皆
さ
ん
か
ら
合
計
で
10
件
の
ご

意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
（
荒
砥

地
区
の
皆
さ
ん
）。

　

ま
た
、
７
月
か
ら
11
月
ま
で
に

各
地
区
で
開
催
さ
れ
た
ま
ち
づ
く

り
座
談
会
で
も
さ
ま
ざ
ま
な
ご
意

見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

大
ホ
ー
ル
の
取
り
壊
し
に
つ
い

て
の
主
な
ご
意
見
を
「
賛
成
・
反

対
・
ど
ち
ら
で
も
な
い
」
に
分
け

て
そ
れ
ぞ
れ
ご
紹
介
し
ま
す
。

︻
賛
成
︼

・
維
持
管
理
費
も
大
変
な
の
で
、

　

駐
車
場
に
す
る
な
ど
し
た
方
が

　

良
い
。

・
今
後
新
た
な
施
設
は
建
設
す
べ

　

き
で
は
な
い
。
メ
リ
ハ
リ
の
あ

　

る
予
算
化
が
必
要
で
あ
る
。

中
間
報
告
に
対
す
る
町
民
の
皆
�
�
の
意
見

（
�
�
�
�
�
コ
�
ン
ト
）

︻
反
対
︼

・
大
ホ
ー
ル
は
必
要
。
た
だ
し
、

　

現
状
で
「
億
」
の
と
い
う
費
用

　

が
必
要
に
な
る
の
は
不
安
。
お

　

金
を
か
け
ず
に
直
し
て
使
う
の

　

が
ベ
ス
ト
。

・
費
用
対
効
果
と
い
う
視
点
で
考

　

え
る
と
難
し
い
が
、
大
ホ
ー
ル

　

が
な
く
な
る
の
は
非
常
に
不
便

　

で
あ
る
。

・
６
０
０
人
程
度
が
収
容
で
き
る

　

ホ
ー
ル
は
絶
対
に
必
要
。
改
修

　

し
て
利
用
す
る
べ
き
。

・
あ
の
場
所
に
、
あ
の
規
模
の
ホ

　

ー
ル
は
必
要
で
あ
る
。

【
ど
ち
ら
で
も
な
い
】

・
検
討
期
間
が
短
い
。

・
大
ホ
ー
ル
は
町
民
に
と
っ
て
重

　

要
な
も
の
な
の
で
、
慎
重
に
検

　

討
し
て
ほ
し
い
。



事　業　名 代替施設 考えられる課題など 解決策

ＪＡ輪投げ大会 山峡体育館 駐車場、暖房 暖房の設置

老人クラブ輪投げ大会 山峡体育館 駐車場、暖房 暖房の設置

老人クラブ芸能大会 パワーセンター 問題なし

こぶし川柳大会 パワーセンター 問題なし

荒高吹奏楽部合同演奏会 パワーセンター
あゆーむ 問題なし

おかえりなさいコンサート パワーセンター 舞台の大きさ 出し物を検討する

役場行事 パワーセンター 行事内容による

区長町内長会 パワーセンター 開催方法の検討

健康診断 健康福祉センター 問題なし

申告相談 パワーセンター 問題なし

戦没者追悼式 荒砥地区公民館
パワーセンター 階段・段差 開催方法の検討

町芸術祭 パワーセンター
あゆーむ

舞台の大きさ
楽屋の大きさ 開催方法の検討

町民卓球大会 学校体育館など 日程調整など 十分可能

白鷹町剣友会納会 就業センター
山狭体育館 問題なし

団　体　名 代替施設 考えられる課題など 解決策

白鷹卓球クラブ 学校体育館など 日程調整など 十分可能

ラージボール愛好会 山峡体育館 日程調整など 十分可能
白鷹日本舞踊こども教室

・花柳会
パワーセンター
あゆーむ 使用料 利用者負担

よさこい白鷹櫻鷹会
パワーセンター
あゆーむ
学校体育館など

使用料 利用者負担

ママさんコーラス あゆーむ 使用料 利用者負担

少年少女合唱団 あゆーむ 使用料 出し物を検討する

荒砥剣道スポ少 学校体育館など 日程調整など 十分可能

エアロビクスサークル 学校体育館など 日程調整など 十分可能

利用人数100人を超える事業の代替施設（案）① 利用回数の多い団体の代替施設（案）②

公民館棟 大ホール棟
　取り壊し １億円 3500 万円
　リニューアル ３～３．５億円 １．７～２億円
　建て替え 11 億円 ３．５億円

各棟の整備概算費用（推計）

　

公
民
館
棟
は
、
図
書
館
も
設
置

さ
れ
て
い
る
町
の
生
涯
学
習
の
拠

点
施
設
で
す
。
ま
た
、
今
後
の
ま

ち
づ
く
り
に
お
い
て
も
重
要
な
施

設
で
す
。

　

施
設
に
は
、
学
習
機
会
や
集
会

の
場
の
提
供
だ
け
で
は
な
く
、
指

導
者
養
成
や
学
習
情
報
の
収
集
・

整
理
・
提
供
や
学
習
相
談
、
生
涯

学
習
関
連
施
設
な
ど
と
の
連
携
推

進
の
拠
点
な
ど
の
機
能
が
求
め
ら

れ
、
今
後
ま
す
ま
す
そ
の
充
実
が

求
め
ら
れ
て
い
く
も
の
と
思
い
ま

す
。

　

し
た
が
っ
て
公
民
館
棟
は
、
図

書
館
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
集

会
や
研
修
、
学
習
機
能
の
充
実
な

ど
、
生
涯
学
習
が
よ
り
推
進
さ
れ
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
町
民
の
か
た
が

た
か
ら
愛
さ
れ
る
施
設
と
な
る
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
を
望
む
も
の
で
す
。

　

大
規
模
集
会
な
ど
で
の
利
用
を

主
と
す
る
大
ホ
ー
ル
棟
は
、
公
民

館
棟
が
持
つ
機
能
を
「
補
完
す
る

　

一
つ
に
は
財
源
の
課
題
で
す
。

施
設
整
備
に
は
数
億
円
と
い
う
資

金
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
仮
に
、

事
業
費
総
額
が
３
億
円
と
想
定
す

れ
ば
、
町
民
一
人
当
た
り
で
は
約

２
万
円
と
い
う
計
算
に
な
り
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
中
、
町
全
体
を
見
れ

ば
ま
ち
づ
く
り
に
必
要
な
事
業
は

他
に
も
た
く
さ
ん
あ
り
、
よ
り
優

先
的
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

事
業
と
し
て
の
選
択
が
重
要
と
な

り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
よ
り
優

先
度
の
高
い
公
民
館
棟
の
整
備
が

望
ま
し
い
と
考
え
る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
で
き
る
だ
け
有
利
な
制

度
な
ど
を
活
用
す
る
た
め
に
も
、

課
題
を
先
延
ば
し
に
し
な
い
整
備

も
必
要
で
す
。

　

も
う
一
つ
は
既
存
施
設
の
有
効

活
用
で
す
。
こ
れ
ま
で
整
備
を
し

て
き
た
他
の
施
設
を
、
有
効
活
用

す
る
こ
と
が
必
須
で
あ
る
と
考
え

ま
す
。
す
で
に
そ
の
時
代
を
迎
え

て
い
る
と
も
い
え
ま
す
。
よ
り
良

い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
た
め
に

も
、
町
も
町
民
の
皆
さ
ん
も
知
恵

を
出
し
合
い
、
限
ら
れ
た
資
源
を

有
効
活
用
す
る
こ
と
が
今
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

理
由
①

「
生
涯
学
習
を
推
進
す
る
拠
点
施

　

設
と
し
て
必
要
で
あ
る
こ
と
」

理
由
②

「
機
能
分
担
で
効
率
的
な
行
政
運

　

営
を
よ
り
一
層
進
め
る
こ
と
」

理
由
③

「
限
ら
れ
た
資
源
の
有
効
活
用
を

　

図
る
こ
と
」

施
設
」
で
あ
り
、
そ
の
機
能
は
他

の
施
設
で
も
代
替
可
能
と
考
え
ま

す
。（
※
代
替
施
設
の
シ
ミ
ュ
レ

ー
シ
ョ
ン
は
下
表
①
・
②
の
と
お

り
）
た
だ
し
、
今
後
発
生
し
て
く

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
さ
ま
ざ
ま

な
課
題
に
つ
い
て
は
、
町
も
町
民

の
皆
さ
ん
も
協
力
し
て
解
決
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
大
ホ
ー
ル
は

芸
術
文
化
活
動
や
生
涯
ス
ポ
ー
ツ

な
ど
、
多
目
的
な
用
途
に
使
用
さ

れ
て
き
た
た
め
、
幾
分
不
便
な
点

は
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
施
設
の
特

徴
に
合
わ
せ
た
事
業
展
開
に
よ
っ

て
、
事
業
費
や
運
営
費
、
人
材
の

有
効
活
用
が
図
ら
れ
、
よ
り
効
率

的
な
行
政
運
営
に
つ
な
が
る
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
芸
術
文
化
活
動

は
「
あ
ゆ
ー
む
」
を
中
心
に
、
生

涯
ス
ポ
ー
ツ
は
各
学
校
の
体
育
館

の
有
効
活
用
、
ま
た
、
現
在
準
備

が
進
め
ら
れ
て
い
る
地
域
型
総
合

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
活
動
拠
点
と

し
て
検
討
し
て
い
る
就
業
セ
ン
タ

ー
の
施
設
整
備
な
ど
も
含
め
な
が

ら
、
町
民
の
健
康
増
進
、
ス
ポ
ー

ツ
の
振
興
を
図
る
環
境
づ
く
り
を

望
む
も
の
で
す
。
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■問い合わせ　教育委員会生涯学習係（☎85－6147）
　※なお、ご意見などについては広報直通便をご利用いただきお寄せください。

方向性判断の理由
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か
た
。

　

ニ
２
カ
所
以
上
か
ら
給
与
を
受

　

給
し
て
い
る
か
た
。

②
収
入
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

　

る
か
た
。

③
医
療
費
控
除
や
雑
損
控
除
を
受

　

け
よ
う
と
す
る
か
た
。

 

申
告
書
�
書
�
方

　

町
県
民
税
の
申
告
書
は
２
月
１

日
に
配
布
し
ま
す
。
書
き
方
に
つ

い
て
は
「
平
成
22
年
度
分
町
民
税

県
民
税
の
申
告
の
手
び
き
」
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
町
か
ら
申
告
書
が
送
付

さ
れ
な
い
か
た
で
も
、
譲
渡
所
得

や
生
命
保
険
満
期
な
ど
の
一
時
所

得
が
あ
る
か
た
は
、
申
告
日
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

申
告
相
談
�
�
�  

�

�
必
要
�
�
�

　

町
県
民
税
の
申
告
と
所
得
税
の

確
定
申
告
に
は
次
の
も
の
が
必
要

で
す
。
忘
れ
ず
に
会
場
に
お
持
ち

く
だ
さ
い
。

①
印
鑑

②
町
か
ら
配
布
さ
れ
た
町
県
民
税

　

の
申
告
書
と
税
務
署
か
ら
配
布

　

さ
れ
た
確
定
申
告
書

③
昨
年
中
の
所
得
が
わ
か
る
も
の

　

◇
給
与
所
得
者
…
源
泉
徴
収
票
、

　
　

給
与
支
払
証
明
書

　

◇
公
的
年
金
な
ど
の
受
給
者
…

　
　

公
的
年
金
等
源
泉
徴
収
票

　

◇
営
業
等
所
得
者
…
収
入
や
経

　
　

費
の
わ
か
る
帳
簿
な
ど

④
生
命
保
険
料
の
掛
金
支
払
証
明
書

⑤
地
震
保
険
料
の
掛
金
支
払
証
明
書

⑥
国
民
年
金
保
険
料
等
の
支
払
を

　

証
す
る
書
類

⑦
身
障
者
手
帳
ま
た
は
療
育
手
帳

⑧
預
金
口
座
番
号
の
わ
か
る
も
の

⑨
平
成
21
年
中
に
新
増
築
、
購
入

　

な
ど
に
よ
り
家
屋
を
取
得
し
、

　

住
宅
借
入
金
（
取
得
）
等
特
別

　

控
除
の
適
用
を
受
け
よ
う
と
す

　

る
か
た
は
、
前
記
の
ほ
か
に
添

　

付
書
類
が
必
要
で
す
の
で
、
お

　

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

＊
な
お
、
住
宅
借
入
金
（
取
得
）

等
特
別
控
除
に
は
適
用
要
件
が
あ

　

ま
も
な
く
、
町
県
民
税
の
申
告
と
所
得
税
の
確
定
申
告
の
時
期

で
す
。
申
告
相
談
の
受
け
付
け
は
、
町
内
の
公
民
館
な
ど
で
行
い

ま
す
（
日
程
は
次
の
ペ
ー
ジ
の
と
お
り
）。申
告
期
限
は
﹁
町
県
民

税
﹂﹁
所
得
税
﹂
い
ず
れ
も
３
月
15
日
で
す
。
町
県
民
税
の
申
告
書

は
、
原
則
と
し
て
１
月
１
日
現
在
で
住
所
の
あ
る
市
区
町
村
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

－

荒
砥
・
十
王
地
区
の
申
告
会
場
が
変
更
に
な
り
ま
す

－

税
�
申
告

町 

県 

民 

税

 

申
告
�
必
要
�
�
�

　

次
の
よ
う
な
か
た
は
、
町
県
民

税
の
申
告
が
必
要
で
す
。

①
昨
年
中
（
平
成
21
年
１
月
１
日

　

～
平
成
21
年
12
月
31
日
）
に
所

　

得
が
あ
っ
た
か
た
（
公
的
年
金

　

な
ど
の
受
給
者
を
含
む
）。た
だ

　

し
、
給
与
所
得
者
は
次
に
該
当

　

す
る
か
た
。

　

イ
勤
務
先
か
ら
給
与
支
払
報
告

　

書
が
提
出
さ
れ
て
い
な
い
か
た
。

　

ロ
給
与
所
得
の
ほ
か
に
、
事
業

　

所
得
、
不
動
産
所
得
、
配
当
所

　

得
、
雑
所
得
な
ど
の
所
得
が
あ

　

っ
た
か
た
。

　

ハ
給
与
所
得
だ
け
の
か
た
で
平

　

成
21
年
中
に
会
社
を
退
職
し
た

　所得税の確定申告は、平成21年中の所得と、そ
れに対する所得税の納めすぎや不足分を精算する
ための申告です。源泉徴収や予定納税で納めすぎ
になっているかたや、給与所得者で雑損控除や医
療費控除を受けられるかた、年の途中で退職し、
その後就職しないため年末調整を受けなかったか
たなどは、確定申告をしないと納めすぎになって
いる税金が還付されません。税金の還付申告を行
うかたは、１月４日以降、所轄税務署（白鷹町在
住のかたは長井税務署／℡84－1810）でも受け
付けますので、お早めに申告してください。なお、
申告の際は源泉徴収票、印鑑（朱肉を使用するも
の）、預金通帳（ゆうちょ銀行も可）を持参して
ください。

＝還付申告は１月からできます＝

り
ま
す
の
で
、
あ
て
は
ま
る
か
ど

う
か
お
確
か
め
の
う
え
、
準
備
さ

れ
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

⑩
平
成
21
年
中
に
多
額
の
医
療
費

　

の
支
払
い
が
あ
っ
た
か
た
で
、

　

医
療
費
控
除
を
受
け
る
か
た
は
、

　

医
療
費
の
領
収
書
が
必
要
で
す
。

��

願�

�

●
農
業
所
得
の
申
告
は
、

・
農
業
に
お
け
る
収
入
、
経
費
の

　

す
べ
て
の
資
料
を
基
に
計
算
さ

　

れ
た
収
支
計
算
書
の
提
出
が
必

　

要
で
す
。

・
計
算
の
も
と
に
な
っ
た
資
料
も

　

申
告
の
際
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

●
農
業
者
年
金
経
営
移
譲
に
関
係

　

さ
れ
る
か
た
は
、
農
業
所
得
の

　

申
告
名
義
人
が
正
し
い
か
確
認

　

の
う
え
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

●
新
規
に
購
入
さ
れ
た
事
業
用
機

　

械
、
農
機
具
な
ど
が
あ
り
ま
し

　

た
ら
そ
の
領
収
書
や
販
売
証
明

　

書
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
共
有

　

で
購
入
さ
れ
た
か
た
は
、
申
告

　

前
に
税
務
出
納
課
に
領
収
書
や

　

販
売
証
明
書
を
持
参
し
て
く
だ

　

さ
い
。

●
農
作
業
の
委
託
費
や
小
作
料
の

　

控
除
を
受
け
よ
う
と
す
る
か
た

　

は
、
支
払
額
、
支
払
先
を
明
確

　

に
記
入
し
て
申
告
前
に
提
出
し

申告期限は
　３月15日

長井税務署でも還付申告できます
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て
く
だ
さ
い
。

●
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度

　

に
関
わ
る
収
入
金
な
ど
に
つ
い

　

て
は
、
事
前
に
把
握
さ
せ
て
い

　

た
だ
い
て
い
ま
す
。

●
事
業
所
得
や
不
動
産
所
得
の
あ

　

る
か
た
は
、
租
税
公
課
を
求
め

　

る
際
、
固
定
資
産
税
の
課
税
明

　

細
書
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。（
今

　

年
か
ら
紙
台
帳
を
申
告
会
場
へ

　

持
参
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
事
前

　

に
確
認
し
必
ず
持
参
し
て
く
だ

　

さ
い
。）

●
配
偶
者
控
除
や
配
偶
者
特
別
控

　

除
を
受
け
よ
う
と
す
る
か
た
は
、

　

配
偶
者
の
平
成
21
年
中
の
所
得

　

を
明
ら
か
に
で
き
る
も
の
（
給

　

与
明
細
な
ど
）
を
お
持
ち
く
だ

　

さ
い
。

●
平
成
22
年
度
に
所
得
額
証
明
・

　

課
税
証
明
・
非
課
税
証
明
な
ど

　

が
必
要
な
か
た
は
、
収
入
の
有

　

無
に
か
か
わ
ら
ず
申
告
書
を
提

　

出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
医
療
費
控
除
を
受
け
ら
れ
る
か

　

た
で
領
収
書
の
合
計
が
済
ん
で

　

い
な
い
場
合
、
会
場
内
に
設
け

　

る
「
計
算
コ
ー
ナ
ー
」
で
、
申

　

告
相
談
の
前
に
計
算
し
て
く
だ

　

さ
い
。

町
県
民
税
の
自
書
申
告
を
さ

れ
る
か
た
へ

●
自
書
申
告
を
さ
れ
る
場
合
は
、

　

必
ず
収
入
や
経
費
の
分
か
る
書

　

類
、
計
算
書
を
添
付
し
て
く
だ

　

さ
い
。

●
給
与
、
年
金
な
ど
の
あ
る
か
た

　

は
、
源
泉
徴
収
票
を
添
え
て
く

　

だ
さ
い
。

●
田
畑
の
小
作
料
、
家
賃
収
入
の

　

あ
る
か
た
は
、
そ
の
明
細
書
を

　

添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

●
各
種
控
除
の
証
明
書
は
必
ず
添

　

付
し
て
く
だ
さ
い
。

●
所
得
税
確
定
申
告
の
必
要
が
な

　

い
か
ど
う
か
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

●
印
鑑
を
忘
れ
ず
に
押
し
て
く
だ

　

さ
い
。

＜受付時間＞　朝８時45分～午後３時
（午前の部の受付は午前11時まで）

各地区公民館・勤労者総合福祉センターは朝8時30分開館となります。

●問い合わせ　税務出納課町民税係（☎85-6132）

●中央公民館大ホールが使用できないため、荒砥・十王地区のかた

　の申告会場が変更になります。ご注意ください。

中央公民館（昨年まで）→勤労者総合福祉センター（今年）
　　　　　　　　　　　　　　（パワーセンター白鷹）
●受付は昼も行い、申告は受付簿に記入された順に行います。

●申告相談は準備の都合上、指定された日・会場で受けられるよ
　うお願いします。
●指定された会場に都合のつかないかたは、前もって税務出納課　

　町民税係にご連絡ください。

●申告期間中は、税務出納課町民税係の役場１階事務室での相談

　は受け付けませんのでご協力ください。

●勤労者総合福祉センターでの３月８日から12日までの相談は、

　受付順にかかわらず、十王・荒砥地区のかたを優先します。

●相談会場が同じ場合は、いつでも相談を受け付けます。

（例）２月25日が指定の日のかたで都合がつかないかたは、２月　

　　　24日から３月１日までの間（会場が蚕桑地区公民館）であ

　　　れば、いつでも相談を受け付けます。

給与支払報告書の提出は
お早めに
平成21年中に支払給与のある場合は、

給与支払報告書の提出が法律で定め

られていますので、税務出納課町民

税係へ提出してください。また、給

与支払報告書の提出期限（２月1日）

が近づくと窓口が込み合いますので、

早めに提出してください。

平成22年所得税と町県民税の
申告相談受付日程

月日
曜
日

会　場
相談受付地域　　

午　前 午　後

2/15 月 鷹山地区公民館 中田、原、上原 堀之内、北原、 針生
16 火 〃 山道、西 新屋敷1・2

17 水 〃
下折居、上折居、
西原、細野

東小手沢、南

18 木 東根地区公民館 南部1・2 南部3・4・5
19 金 〃 中部1・2 中部4・5･6
20 土

21 日

22 月 東根地区公民館 北部1・2 北部3・4
23 火 〃 中部3、東部1・2 東部3・4
24 水 蚕桑地区公民館 蚕桑3・4 蚕桑1・2・5
25 木 〃 蚕桑6・7 蚕桑8・9・10
26 金 〃 蚕桑11・13 蚕桑12・16・17・18 
27 土

28 日

3/1 月 蚕桑地区公民館 蚕桑14・15 蚕桑19・20
2 火 ハーモニープラザ 鮎貝3・4・12 鮎貝10・14
3 水 〃 鮎貝1・6 鮎貝5、高岡1、深山1
4 木 〃 鮎貝7・8・9 鮎貝2、高岡2、深山2
5 金 〃 鮎貝13 鮎貝11、黒鴨
6 土

7 日

8 月
勤労者総合福祉センター

（パワーセンター白鷹）
十王1・2・3 十王4・5・6・7

9 火 〃 貝生3、菖蒲1・2 十王8・9・10
10 水 〃 貝生2、下山、佐野原 仲町2、貝生1、大瀬

11 木 〃 八幡1・2、新町
出来町2、横町2、
仲町4

12 金 〃
上町、出来町1、
横町1

仲町1・3

13 土

14 日

15 月
勤労者総合福祉センター

（パワーセンター白鷹）
指定された会場においでになれなかったかた
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ホームページが　　　　　　変わります
探しやすく！

ただ今準備中

　

高
度
情
報
化
社
会
が
進
展
し
て
い
る
中
で
、
各
市
町
村
な
ど
で
情
報
の
発
信
元
と
し
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
活
用
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
、
情
報
が
盛
り
だ
く
さ
ん
に
あ
る

が
ど
こ
に
あ
る
の
か
探
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
り
、
文
字
の
大
き
さ
を
容
易
に
直
す
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。
そ
こ
で
、
情
報
を
体
系
的
に
管
理
し
、
見
や
す
く
、
ほ
し
い
情
報
を
速
や
か
に
探
せ
る
よ
う

に
再
構
築
し
、
２
月
１
日
（
月
）
か
ら
運
用
で
き
る
よ
う
に
現
在
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
よ
り
良
い
ま

ち
づ
く
り
の
た
め
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ぜ
ひ
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

主な特徴
ホームページアドレスが変更になります。

http://www.town.shirataka.yamagata.jp/
　　　　　　　　↓
http://www.town.shirataka.lg.jp
　ホームページを利用される皆さんがより安心してサ
　ービスを受けられるよう地方自治体専用のアドレス
　にします。

広報しらたかを掲載します。
　過去の広報しらたかを随時掲載する予定で準備を進
　めています。

町史を掲載します。
　町の歴史をまとめた町史を随時掲載する予定で準備
　を進めています。

検索機能が追加されます。
　ひとつの単語からの検索だけでなく複数の単語によ
　る検索条件が設定でき、選択された条件の組み合せ
　に一致するページを表示することができます。

文字の拡大を可能にします。
　ホームページの文字を拡大して閲覧することができ
　ます。

携帯電話の画面作成
　パソコンだけでなく携帯電話に対応する画面の準備
　を進めています。

■問い合わせ
総務課情報係　☎ 85-6121

今までのホームページ
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ホームページが　　　　　　変わります
町の情報を 見やすく！

２/１（
月）

新しいホームページ
（イメージ）
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（単位：百万円）

借　　方（資金の使途） 貸　　方（資金の源泉）

［資産の部］ ［負債の部］
　将来に引き継がれる町民の財産 　将来の町民の負担分
１．有形固定資産 １．固定負債

・農林水産業費 1,557 ・地方債 7,592

・土木費 6,370 ・債務負担行為 0

・教育費 10,197 ・退職給与引当金 1,400

他 3,257 ・その他 0

固定負債合計 8,992

有形固定資産合計 21,381

　　(うち土地 5,647 ) ２．流動負債

・翌年度償還予定額 1,286

２．投資等 ・翌年度繰上充用金 0

・投資及び出資金 2,318

・貸付金 161 流動負債合計 1,286

・基金 618

・退職手当組合積立金 182 負 債 合 計 10,278

投資等合計 3,279

［正味資産の部］
　これまでの世代の負担分

３．流動資産 １．国庫支出金 2,738

・現金・預金 808 ２．都道府県支出金 2,032

・未収金 100 ３．一般財源等 10,520

流動資産合計 908 正 味 資 産 合 計 15,290

資 産 合 計 25,568 負債・正味資産合計 25,568

農道、道路、橋、公園、
学校、公民館などの行
政財産の資産評価額を
目的別に示しています。

白鷹町アルカディア財
団、西置賜ふるさと森
林組合などの団体に対
する出資金などを示し
ています。

ふるさと融資、高齢者
住宅整備資金などの貸
付金を示しています。

公共施設整備基金、ス
ポーツ振興基金、土
地開発基金、生涯学習
推進基金などの用途が
特定化されている基金
（特定目的基金）を示
しています。

退職手当組合が保有す
る資産の白鷹町分相当
額を示しています。

財政調整基金、減債基
金、歳計現金を示して
います。

町税、貸付金などの未
収金を示しています。

町債の平成20年度末残
高のうち平成21年度に
償還が予定されている
町債元金額を「流動負
債」の「翌年度償還予定
額」に計上し、それ以
外の町債元金額を「固
定負債」に計上してい
ます。

年度末に在職する普通
会計職員全員が自己都
合により退職したと仮
定した場合に必要とな
る退職手当額を示して
います。

バランスシート（平成20年度末版）〈要約版〉

詳しい分析資料をご覧になりたいかたは、総務課財政係（☎85－6122）まで
町のホームページでも公開しています。

※表示単位未満を四
捨五入しているため、
各計数の積み上げと
合計が一致しない場
合があります。

主
�
財
務
分
析
項
目
�
�
�
�

①
②
社
会
資
本
形
成
の
世
代
間
負
担
比
率

�

社
会
資
本
整
備
�
結
果
�
示
�
有
形
固

定
資
産
�
�
�
�
�
�
�
�
�
世
代
�
�

�
�
�
�
�
負
担
�
�
分
�
割
合
�
�
�

�
�
将
来
�
世
代
�
負
担
�
�
割
合
�
�
�

�
�
�
�
将
来
負
担
�
考
�
�
�
�
�
方

�
大
�
�
�
�
�
望
�
�
�
�
�
�
世
代

間
�
負
担
公
平
�
�
�
�
�
�
�
見
�
�
�

�
�
数
値
�
低
�
�
�
�
�
�
問
題
�
�
�

③
正
味
資
産
比
率

�

企
業
会
計
�
�
�
自
己
資
本
比
率
�
�

�
�
�
比
率
�
高
�
�
�
財
政
状
態
�
健

全
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
正
味
資
産
�
�
�
�
�
�

�
世
代
�
社
会
資
本
形
成
�
負
担
額
�
�

�
�
�
�
�
比
率
�
高
�
�
�
�
�
�
�

�
投
資
余
力
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

④
有
形
固
定
資
産
更
新
資
金
手
当
率

�

維
持
�
修
繕
�
更
新
時
�
必
要
�
手
持

�
資
金
�
�
�
�
�
�
保
有
�
�
�
�
�

�
表
�
�
�
�

⑤
町
債
返
済
可
能
年
数

�

毎
年
�
収
入
�
�
�
�
町
債
�
返
済
�

充
�
�
�
�
�
可
能
�
金
額
�
�
�
�
�

�
�
�
返
済
�
�
�
仮
定
�
�
場
合
�
返

済
所
要
年
数
�
�
年
数
�
少
�
�
�
�
財

政
状
況
�
健
全
�
�
�
�
�
�
�
�
�

⑥
地
方
債
依
存
度

�

資
産
�
形
成
�
�
�
�
�
�
町
債
�
費

�
�
�
�
�
表
�
指
標
�
�
資
産
�
対
�

�
�
程
度
町
債
残
高
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�

◆
④
、
⑤
は
決
算
に
対
す
る
一
般
財
源
の

額
や
減
価
償
却
の
累
計
額
な
ど
、
バ
ラ
ン

ス
シ
ー
ト
以
外
の
デ
ー
タ
も
必
要
な
た
め
、

他
市
町
分
は
算
出
し
て
い
ま
せ
ん
。

バランスシートを
町民一人あたりに換算すると…

資産の額

158万8,000円
（156万3,000円）

負債の額

63万8,000円
（66万5,000円）

正味資産の額

95万円
（89万8,000円）

（　）内は昨年度の額です。

バランスシートを使った主な財務分析（※は過疎団体）

財務分析の項目
平成 20 年度他町との比較

白鷹町※ 県内Ａ町
※ 県内Ｂ町 県内Ｃ町

① 現世代負担比率（%） 71.5 59.3 73.1 77.8
② 将来世代負担比率（%） 48.1 56.5 43.4 46.2
③ 正味資産比率（%） 59.8 51.2 62.8 62.7
④ 有形固定資産更新資金手当率（%） 5.6 - - -
⑤ 町債返済可能年数（年） 3.77 - - -
⑥ 地方債依存度（%） 34.7 37.9 32.8 31.4

（平成21年3月31日現在）

　バランスシートは、一般家庭を例に考えると、毎月の収支ではわからない住宅ロ
ーンの残額（負債）や家、車、預貯金など（資産）の状況を示すものです。町のバ
ランスシートは、左側（借方）に将来に引き継がれる町民の財産（道路、公園、学
校など）、右側（貸方）にその財産を取得するために費やしたお金を、将来の町民の
負担（負債）と、これまでの世代が負担した分（正味資産）に分けて示しており、
「資産＝負債＋正味資産」という形で、バランスの取れた表になっています。

白鷹町の
バランス
シート
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白
鷹
町
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
列
車
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

12
月
19
日
、
フ
ラ
ワ
ー
長
井
線

で
サ
ン
タ
列
車
が
運
行
さ
れ
ま
し

た
。
そ
れ
に
合
わ
せ
て
、
荒
砥
駅

で
は
八
幡
女
性
部
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
か
た
を
中
心
に
サ
ン
タ
列
車

の
お
も
て
な
し
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ

れ
、
町
内
の
保
育
園
児
や
保
護
者

な
ど
多
く
の
か
た
が
参
加
し
ま
し

た
。
園
児
た
ち
が
「
サ
ン
タ
さ
ー

ん
」
と
呼
ぶ
と
ど
こ
か
ら
と
も
な

く
サ
ン
タ
さ
ん
が
登
場
。
フ
ィ
ン

ラ
ン
ド
か
ら
来
た
本
物
の
サ
ン
タ

さ
ん
を
見
た
子
ど
も
た
ち
は
、
サ

ン
タ
さ
ん
の
大
き
さ
に
驚
い
た
様

子
で
し
た
が
、「
あ
わ
て
ん
ぼ
う
の

サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
」
を
歌
い
歓
迎

し
ま
し
た
。
そ
の
お
返
し
に
サ
ン

タ
さ
ん
か
ら
す
て
き
な
プ
レ
ゼ
ン

ト
が
手
渡
さ
れ
、
集
ま
っ
た
子
ど

も
た
ち
と
記
念
写
真
の
撮
影
を
行

い
ま
し
た
。
本
物
の
サ
ン
タ
さ
ん

を
見
る
こ
と
が
で
き
た
子
ど
も
た

ち
に
と
っ
て
は
大
変
貴
重
な
体
験

に
な
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

荒
砥
駅
の
周
り
に
は
、
東
中
学

校
、
荒
砥
高
校
、
八
幡
女
性
部
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
に
よ
っ

て
た
く
さ
ん
の
キ
ャ
ン
ド
ル
が
灯

さ
れ
、
雪
で
真
白
に
な
っ
た
荒
砥

駅
全
体
を
あ
た
た
か
く
や
さ
し
い

光
で
包
ん
で
く
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

駅
資
料
館
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆

さ
ん
が
準
備
し
た
ク
リ
ス
マ
ス
ツ

リ
ー
は
、
紅
花
の
ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ

ー
を
何
本
も
合
わ
せ
て
手
づ
く
り

し
た
も
の
で
、
駅
を
利
用
す
る
人

た
ち
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま

し
た
。

　

12
月
16
日
、
青
年
海
外
協
力
隊

員
と
し
て
活
動
・
派
遣
さ
れ
る
芳

賀
由
佳
さ
ん
（
荒
砥
乙
）
が
、
役

場
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

芳
賀
さ
ん
は
、
今
年
１
月
か
ら

理
学
療
法
士
と
し
て
エ
ジ
プ
ト
に

派
遣
さ
れ
、
平
成
24
年
１
月
ま
で

の
２
年
間
活
動
す
る
予
定
で
す
。

「
言
語
・
環
境
面
で
の
不
安
は
あ

り
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
理
学
療
法

士
と
し
て
学
ん
だ
知
識
や
技
術
を

少
し
で
も
役
立
て
、
異
文
化
を
肌

で
感
じ
視
野
を
広
げ
な
が
ら
頑
張

り
た
い
と
思
い
ま
す
。」
と
抱
負

を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
２
年
間
、
日
本
に
は

帰
っ
て
来
れ
な
い
と
の
こ
と
で
す

が
、
異
国
の
地
で
の
活
躍
を
お
祈

り
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
現
地
で
の
活
動
内
容
に

つ
い
て
連
絡
を
い
た
だ
き
次
第
、

皆
さ
ん
に
ご
報
告
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

異
文
化
で
の
�
ラ
ン
テ
�
�
活
動

青
年
海
外
協
力
隊
員
と
し
て
出
発

芳賀由佳さん（荒砥乙）
派 遣 先 ：エジプト（ダミエッタ市）
職　　種：理学療法士
派遣期間：平成 22 年１月～ 24 年１月
　　　　　（２年間）

青
年
海
外
協
力
隊

　
　
　
　
（
昭
和
40
年
発
足
）

・
独
立
行
政
法
人
国
際
協
力
機
構

�

（
�
�
�
�
）
が
実
施
す
る
海

�

外
�
�
ン
�
�
�
派
遣
制
度
。

・
募
集
分
野
は
農
業
、
教
育
、
保

�

健
衛
生
な
�
�
�
�
職
種
以
上
。

�

こ
れ
ま
で
、
累
計
約
80
�
国
、

�

３
万
人
以
上
の
隊
員
が
派
遣
さ

�

れ
て
い
ま
す
。

・
白
鷹
町
出
身
者
で
は
芳
賀
さ
ん

�

が
�
人
目
。

﹁
う
わ
ぁ
！　

本
物
の
サ
ン
タ
さ
ん
だ
﹂

置
賜
地
区
コ
ン
ク
ー
ル
で
紙
芝

居
２
作
品
が
特
選
表
彰

　

12
月
12
日
、置
賜
地
区
自
作
視

聴
覚
教
材
コ
ン
ク
ー
ル
が
行
わ
れ
、

白
鷹
町
の
２
作
品
が
特
選
表
彰
を

受
け
、山
形
県
中
央
審
査
会
に
推

薦
さ
れ
ま
し
た
。お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。　

●
社
会
教
育
部
門
特
選

山
口
の
里
づ
く
り
委
員
会（
山
口
）

作
品
名
「
代
吉
と
割
木
山
」

●
学
校
教
育
部
門
特
選

梅
津
美
智
代
さ
ん
・
桜
さ
ん

（
荒
砥
乙
）

作
品
名
「
べ
に
の
里
よ
り
～
神
様

　
　
　
　

か
ら
の
お
く
り
も
の
」

※
梅
津
さ
ん
は
昨
年
に
引
き
続
き

　

２
年
連
続
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

梅津さん親子 山口の里づくり委員会
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　12月19日、フラワー長井線「四季の郷駅」
駅前広場で、四季の郷駅感謝祭が行われま
した。雪で時折強風が吹く悪天候にも関
わらず、町内全域から多くのかたが参加し、
とん汁や玉こんにゃくの振る舞い、お楽し
み抽選会などで楽しい時間を過ごしました。
四季の郷駅に感謝するこのイベントは、地
元鮎貝まちづくり推進委員会活性化部会が
企画し、今年で２回目となり、当日は山形
鉄道の野村社長も参加しました。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
駅

�

四
季
�
郷
駅
感
謝
祭

�
�
�
�
到
来
�

�

�
�
�
場
安
全
祈
願
祭

　12月18日、白鷹町営スキー場の安全祈願
祭が行われました。当日は、スキー場従
業員やスキー連盟など関係者約30人が参加
し、シーズンを通しての無事故を祈願しま
した。雪不足が心配されたスキー場です
が、前日からの雪により約30㌢ほどの積
雪量になり、無事にオープン（12月20日）
を迎えることができました。ファミリース
キー場としてご家族皆さんでお楽しみくだ
さい。

　12月15日、荒砥高校で山形鉄道（株）の
高田裕之専務を招いて、１年生約60人を対
象に「鉄」をテーマに特別授業が行われま
した。授業では、鉄の検査方法、さらに最
上川に架かる荒砥鉄橋のルーツやその貴重
さなどを具体的に分かりやすく説明してい
ただき、１年生にとっては、今後の学習に
生かせるものであるとともに、フラワー長
井線に対する誇り・愛着を深める授業にな
ったようです。

貴
重
�
資
源�
荒
砥
鉄
橋
�
�
誇
�

�

荒
砥
高
校
特
別
授
業

全
町
光
�
�
�
�
�
通
信
網
�
整
備
実
現

�
白
鷹
町

�

光
�
�
�
�
�
�
�
実
現
�
会
�
解
散

　12月25日、「白鷹町－光ブロードバンド実
現の会」の総会が開催されました。当初の
目的であったＮＴＴ東日本より全町への光
ファイバー回線サービスが提供されたこと
が確認され、会長である町長より会員の取
り組みに感謝する旨の話がありました。団
体の目的が達成されたことにより解散を決
議しました。ＮＴＴ東日本からの情報では、
平成21年末時点での契約数は、１０００
件以上になるということです。

「
大
根
干
し
」で
最
優
秀
賞

こ
ぶ
し
の
家

　

12
月
11
日
、
平
成
21
年
度
山
形

県
社
会
就
労
セ
ン
タ
ー
協
議
会

主
催
「
授
産
製
品
・
商
品
品
評
会
」

が
開
催
さ
れ
、
こ
ぶ
し
の
家
（
高

橋
好
夫
所
長
）
の
「
大
根
干
し
」

が
見
事
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し

た
。
こ
ぶ
し
の
家
で
は
、
町
内
２

カ
所
の
畑
で
大
根
な
ど
の
野
菜
を

栽
培
し
て
い
て
、
栽
培
・
加
工
・

袋
詰
め
ま
で
の
全
工
程
を
自
分
た

ち
で
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。
夜
露

に
あ
て
な
い
よ
う
に
大
切
に
扱
い
、

普
通
の
大
根
干
し
よ
り
も
き
れ
い

な
白
い
製
品
に
仕
上
が
っ
て
い
る

の
が
特
徴
で
、
こ
ぶ
し
の
家
で
購

入
い
た
だ
け
ま
す
。

　

品
評
会
に
は
県
内
19
の
授
産
施

設
か
ら
出
品
が
あ
り
ま
し
た
。

作業風景
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第
43
回
白
鷹
町
剣
道
大
会

12
／
６
・
東
中
学
校
体
育
館

◆
団
体
の
部

●
小
学
男
子

１
位　

愛
真
会
荒
砥
剣
道
ス
ポ
少

２
位　

若
鷹
剣
道
ス
ポ
少

３
位　

愛
真
会
荒
砥
剣
道
ス
ポ
少
Ｂ

●
小
学
女
子

１
位　

若
鷹
剣
道
ス
ポ
少
Ａ

２
位　

愛
真
会
荒
砥
剣
道
ス
ポ
少
Ａ

３
位　

愛
真
会
荒
砥
剣
道
ス
ポ
少
Ｂ

　
　
　

若
鷹
剣
道
ス
ポ
少
Ｂ

●
保
護
者
の
部

１
位　

愛
真
会
保
護
者
会
Ａ

２
位　

若
鷹
保
護
者
会
Ａ

３
位　

若
鷹
保
護
者
会
Ｂ

　
　
　

愛
真
会
保
護
者
会
Ｂ

●
中
学
男
子

１
位　

白
鷹
西
中
Ａ

２
位　

白
鷹
西
中
Ｂ

３
位　

白
鷹
東
中
Ｂ

　
　
　

白
鷹
東
中
Ａ

●
中
学
女
子

１
位　

白
鷹
東
中

２
位　

白
鷹
西
中
Ｂ

３
位　

白
鷹
東
中
Ａ

◆
個
人
戦

●
小
学
男
子
１
・
２
年
の
部

１
位　

赤
間　

英
生
（
若
鷹
）

●
小
学
男
子
３
・
４
年
の
部

１
位　

板
垣　

翔
斐
（
若
鷹
）

２
位　

山
本　
　

築
（
愛
真
会
）

●
小
学
男
子
５
・
６
年
の
部

１
位　

梅
村　
　

翔
（
若
鷹
）

２
位　

土
屋　

建
二
（
若
鷹
）

３
位　

伊
渕　

一
希
（
愛
真
会
）

　
　
　

大
滝　

和
季
（
愛
真
会
）

●
小
学
女
子
１
・
２
年
の
部

１
位　

副
田　

未
来
（
愛
真
会
）

２
位　

山
本　
　

和
（
愛
真
会
）

●
小
学
女
子
４
年
の
部

１
位　

相
馬
さ
お
り
（
若
鷹
）

２
位　

梅
津　

若
夏
（
愛
真
会
）

●
小
学
女
子
５
・
６
年
の
部

１
位　

金
田
日
菜
子
（
若
鷹
）

２
位　

長
谷
部
陽
香
（
若
鷹
）

３
位　

副
田
明
日
香
（
愛
真
会
）

　
　
　

鈴
木　

仁
美
（
若
鷹
）

●
中
学
男
子
１
年
の
部

１
位　

芳
賀　

悠
大
（
東
中
）

２
位　

安
部　

颯
人
（
西
中
）

３
位　

江
口
諒
一
朗
（
西
中
）

　
　
　

平　

晃
太
郎
（
東
中
）

●
中
学
男
子
２
年
の
部

１
位　

板
垣　

稜
也
（
東
中
）

２
位　

丸
川
賢
太
郎
（
西
中
）

３
位　

今
野　

魁
人
（
西
中
）

　
　
　

五
十
嵐
悠
人
（
西
中
）

●
中
学
男
子
３
年
の
部

１
位　

板
垣　

和
貴
（
西
中
）

２
位　

金
田　

拓
海
（
西
中
）

３
位　

安
部　

竜
平
（
西
中
）

　
　
　

赤
間　

光
生
（
西
中
）

●
中
学
女
子
１
・
２
年
の
部

１
位　

松
木　

雅
子
（
東
中
）

２
位　

赤
間　

千
春
（
西
中
）

３
位　

村
上　
　

葵
（
西
中
）

　
　
　

髙
橋　

莉
菜
（
西
中
）

●
中
学
女
子
３
年
の
部

１
位　

梅
津　

智
華
（
東
中
）

２
位　

五
十
公
野
愛
香
（
東
中
）

３
位　

相
馬　

祥
子
（
西
中
）

　
　
　

丸
川　
　

望
（
西
中
）

●
高
校
・
一
般
男
子
の
部

１
位　

奥
山　
　

久
（
下
山
）

２
位　

竹
田　

勝
成

　
　
　

（
中
山
・
日
本
体
育
大
）

３
位　

松
木　

光
寿

　
　
　

（
荒
砥
・
米
沢
商
業
高
）

　
　
　

髙
橋　

弘
範
（
蚕
桑
）

●
高
校
・
一
般
女
子
の
部

１
位　

片
山
明
日
香
（
蚕
桑
）

２
位　

渋
谷　

瑞
貴

　
　
　

（
荒
砥
・
米
沢
中
央
高
）

３
位　

副
田　

恵
美
（
荒
砥
）

　
　
　

山
本　

幸
子
（
荒
砥
）

白
鷹
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　

12
月
19
日
か
ら
23
日
ま
で
、
山

形
市
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
な

ど
３
会
場
で
、
第
34
回
山
形
県
ミ

ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
交
歓
大

会
が
開
催
さ
れ
、
置
賜
地
区
代
表

で
出
場
し
た
白
鷹
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ス

ポ
少
（
男
子
）
が
準
優
勝
に
輝
き

ま
し
た
。
県
内
各
地
区
予
選
を
勝

ち
上
が
っ
た
24
チ
ー
ム
が
参
加
し
、

白
鷹
ミ
ニ
バ
ス
ケ
は
、
決
勝
ト
ー

ナ
メ
ン
ト
１
回
戦
を
逆
転
で
勝
ち

上
が
る
と
、
決
勝
で
は
鶴
岡
地
区

代
表
と
対
戦
。
惜
し
く
も
破
れ
て

し
ま
い
ま
し
た
が
、
準
優
勝
と
い

う
立
派
な
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

　

３
月
に
会
津
若
松
市
で
行
わ
れ

る
東
北
大
会
の
切
符
も
つ
か
み
、

現
在
、
山
狭
体
育
館
と
鷹
山
小
学

校
な
ど
で
毎
週
水
・
金
・
土
曜
日

に
練
習
し
て
い
ま
す
。

バ
ス
ケ
旋
風
到
来
の
予
感
・
・
・

小
・
中
学
生
が
県
大
会
で
準
優
勝
！

白
鷹
東
中
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

　

11
月
14
日
、
県
中
学
校
新
人
戦

の
統
一
大
会
が
行
わ
れ
、
東
中
バ

ス
ケ
部
（
男
子
）
が
準
優
勝
に
輝

き
ま
し
た
。
南
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
で

優
勝
し
て
臨
ん
だ
統
一
大
会
で
は
、

決
勝
で
、
山
形
六
中
を
相
手
に
残

り
23
秒
ま
で
リ
ー
ド
し
て
た
も
の

の
逆
転
を
許
し
て
し
ま
い
、
52
対

55
で
涙
を
飲
み
ま
し
た
。

　

ス
ポ
少
で
基
本
を
身
に
つ
け
、

部
活
と
ク
ラ
ブ
を
両
立
し
た
並
々

な
ら
ぬ
練
習
量
を
こ
な
し
、
指
導

者
を
は
じ
め
、
保
護
者
・
学
校
・

地
域
の
か
た
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
に

よ
り
今
回
の
成
績
へ
と
つ
な
が
り

ま
し
た
。

　

チ
ー
ム
の
目
標
は
「
全
国
制
覇
」

と
の
こ
と
。
若
い
チ
ー
ム
な
の
で
、

今
後
の
さ
ら
な
る
活
躍
に
期
待
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
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町健康増進計画「元気ニコニコしらたか21」の達成状況を把握するために、
町民の皆さんを対象に元気ニコニコ21アンケートを実施しました。
〔元気ニコニコ21アンケート〕
問　飲酒習慣はありますか。
　答　①ない　②週１～２日　③週３～４日　④週５日以上　⑤記入なし

“元気ニコニコしらたか21” を町民と行政が協働で推進しています！（元気ニコニコ推進会議）

元気ニコニコ
しらたか21

元気ニコニコ
しらたか21

白鷹町健康増進計画

白鷹町健康増進計画「元気ニコニコしらたか21」
　心もいきいき働き盛り健康づくり～心もいきいきと暮らせるために～
　「若さを保つ元気な暮らし」　　このようなことを目指します。
　○そのためには　
　「体力を維持増進することができる」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　このようなことが大切です。
　“心もいきいきとした豊かな暮らし”とは

　例えば…
　☆バリバリ仕事をしながら、休みにはスポーツを楽しむ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　こんな暮らしのことです。
　自分の暮らしを大切にして、いきいきと暮らしてほしい！

健康のひろば健康のひろば

中間評価

「週５日以上飲酒習慣がある」
人が減少しました。
目標までもうひと頑張り！

　

健
康
日
本
21

「
21
世
紀
に
お
け
る
国
民
健
康
づ
く
り
運
動
」
で
は
健
康
づ
く
り
を
効
果
的
に

推
進
す
る
た
め
に
９
つ
の
分
野
に
わ
た
っ
て
平
成
22
年
度
を
目
途
と
し
た
達
成

の
目
安
を
示
し
、
生
活
習
慣
改
善
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

ア
ル
コ
ー
ル
は
９
つ
の
分
野
の
１
つ
で
す
。
具
体
的
な
目
標
は

■
ア
ル
コ
ー
ル

　

○
多
量
に
飲
酒
す
る
人
の
割
合
の
減
少

　

○
未
成
年
者
の
飲
酒
を
な
く
す

　

○
﹁
節
度
あ
る
適
度
な
飲
酒
﹂
の
知
識
の
普
及

　

町
健
康
増
進
計
画
「
元
気
ニ
コ
ニ
コ
し
ら
た
か
21
」
で
は
、
ア
ル
コ
ー
ル
の

目
標
を
「
週
５
日
以
上
飲
酒
習
慣
が
あ
る
」
人
の
割
合
を
減
少
す
る
こ
と
と
し

ま
し
た
。
ア
ル
コ
ー
ル
に
よ
る
健
康
被
害
を
で
き
る
だ
け
少
な
く
す
る
た
め
に
、

休
肝
日
を
週
２
日
以
上
に
す
る
よ
う
啓
発
し
て

い
ま
す
。

　

ア
ル
コ
ー
ル
に
関
す
る
問
題
は
健
康
だ
け
で

な
く
、
交
通
事
故
や
暴
力
な
ど
社
会
的
に
も
多

大
な
問
題
が
あ
り
、
総
合
的
な
対
策
が
必
要
で

す
。

■
節
度
の
あ
る
適
度
な
飲
酒

「
健
康
日
本
21
」
で
は
純
ア
ル
コ
ー
ル
量
を
１

日
平
均
約
20
㌘
と
し
て
い
ま
す
。

お酒の種類
ビール
中瓶

（500ｍｌ）

清酒
１合

（180ｍｌ）

ウィスキー
ダブル

（60ｍｌ）

焼酎
35 度１合

（180ｍｌ）

ワイン
１杯

（120ｍｌ）

アルコール度数 ５％ 15％ 43％ 35％ 12％

純アルコール量 20 ｇ 22 ｇ 20 ｇ 50 ｇ 12 ｇ

主な酒類の純アルコール量

30 ～ 60 歳代
Ｈ 15 平成 22 年

目標
Ｈ 20

30 代 40 代 50 代 60 代 合計 ％ 30 代 40 代 50 代 60 代 合計 ％

①ない 35 40 44 67 186 51.0

週５日以上
の割合
20.0％

31 43 50 56 180 49.5

②週１～２日 14 12 5 9 40 10.9 11 14 12 7 44 12.1

③週３～４日 1 9 10 3 23 6.3 6 9 9 7 31 8.5

④週５日以上 21 28 25 33 107 29.3 12 17 27 34 90 24.7

⑤記入なし 0 0 4 5 9 2.5 1 0 2 16 19 5.2

合 計 71 89 88 117 365 100.0 61 83 100 120 364 100.0

アルコール濃度と交通事故
　以前の酒気帯び運転の基準
（呼気中アルコール濃度0.25
㎎ / ㍑）では事故率が２倍に
なっているため、今回の改正
で0.15㎎ / ㍑に改められまし
た。
　飲酒運転は絶対にやめまし
ょう！



　　

話
し
合
い
の
風
景

西
中
学
校
認
知
症
講
演
会

で
の
寸
劇
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ひこうき雲

冬空の下、寒さに負けず元気に遊ぶ

子どもたち。 空を見上げ”ひこう

き雲”を発見！ 

保育士「ほら、みて。ひこうき雲だ

　　　　よ！」 

Ａくん「ひこうきはお絵描きが大好

　　　　きなんだね」 

Ｂくん「うん、お絵描きが楽しいん

　　　　だよ」　

あらと保育園 何　型　？

Ｃちゃん「先生！わたしＡ型（血液

　　　　　型）先生は？」 

保育士　「先生は、Ｂ型。」 

Ｄくん　「先生！ぼく新型！」 

Ｃちゃん「新型なんてないよー」 

Ｄくん　「だってお医者さんが言っ

　　　　　てたもん。」

認
知
症
に
な
っ
て
も
安
心
し
て
自

分
ら
し
く
生
き
ら
れ
る
白
鷹
町
を

目
指
し
て

　

い
つ
ま
で
も
、
住
み
な
れ
た
地

域
で
顔
な
じ
み
の
関
係
を
保
ち
な

が
ら
安
心
・
安
全
に
生
活
し
、
認

知
症
に
な
っ
て
も
地
域
の
一
員
と

し
て
暮
ら
し
続
け
た
い
、
ま
た
、

認
知
症
の
家
族
を
抱
え
て
も
地
域

や
周
り
に
理
解
し
て
も
ら
い
、
安

心
し
て
生
活
し
た
い
…
こ
れ
は
多

く
の
町
民
の
願
い
で
す
。

　

年
を
と
っ
て
も
、
認
知
症
に
な

っ
て
も
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
町

づ
く
り
の
た
め
に
、
白
鷹
町
で
は

平
成
19
年
度
か
ら
「
白
鷹
町
認
知

症
高
齢
者
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

協
議
会
」
を
立
ち
上
げ
、
認
知
症

に
つ
い
て
多
く
の
人
に
知
っ
て
も

ら
う
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

白鷹町認知症高齢者見守りネットワーク協議会
○協議会の役割
・認知症に対する正しい理解を深める
・各組織への認知症に対する啓

けい

蒙
もう

や、研修会の参加呼びかけ
・徘

はい

徊
かい

高齢者を抱える家族からの協力依頼体制の整備 区長・町内長、民生委員・児童委員、
人権擁護委員、商工会女性部、健康づ
くり推進委員、婦人会、元気ニコニ
コ推進会議、長井警察署白鷹東駐在所、
西置賜行政組合消防署白鷹分署協議会の内容を組織に伝達

町内各組織

　山形県の最低賃金
　使用者は、すべての労働者（臨
時、パートタイマー、アルバイト
などを含む）に対して、この賃金
額以上の金額を支払わなければな
りません。
■相談・問い合わせ
　山形労働局労働基準部賃金室　
（☎023－624－8224）

金額 効力発生日
山形県最低賃金 １時間 ６３１円 平成 21 年 10 月 18 日

産
業
別
最
低
賃
金

電気機械器具等製造業 １時間 ７１５円

平成 21 年 12 月 25 日
一般産業用機械・装置等製造業 １時間 ７３０円
自動車・同附属品製造業 １時間 ７３１円
自動車整備業 １時間 ７３３円

家具製造業 １時間 ６３６円
平成 10 年３月４日

１　日 ５，０８５円

医療用機械器具等製造業 １時間 ６３４円
平成８年１月 10 日

１　日 ５，０７０円

自分たちで話し合ったことを自分たちで実践し、伝える協議会活動を行っています。
次回は、協議会の活動内容を紹介します。
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佳
作　

小
遣
い
を
握
っ
て
急
ぐ
秋
祭
り　
　
　
　

滝　

野　

海
老
名
達
夫

〃　
　

春
祭
り
厄
を
は
ら
え
と
獅
子
が
舞
う　
　

十　

王　

鈴
木　

し
げ

〃　
　

人
の
波
唄
っ
て
踊
る
鮎
祭
り　
　
　
　
　

佐
野
原　

五
十
嵐
あ
き
よ

〃　
　

あ
れ
は
夢
祭
り
の
夜
の
初
キ
ッ
ス　
　
　

鮎　

貝　

植
木　

英
夫

〃　
　

暴
れ
獅
子
御
見
坂
走
る
男
道　
　
　
　
　

荒
砥
甲　

五
十
公
野
か
を
る

〃　
　

鮎
祭
り
珍
味
求
め
て
あ
の
人
出　
　
　
　

佐
野
原　

竹
田　

正
子

〃　
　

祭
り
事
済
ん
だ
一
服
茶
の
旨
さ　
　
　
　

荒
砥
甲　

井
澤
芙
佐
子

〃　
　

祭
り
事
神
も
仏
も
さ
て
お
い
て　
　
　
　

山　

口　

石
川
与
次
衛
門

〃　
　

祭
り
唄
消
え
て
寂
し
い
過
疎
の
村　
　
　

貝　

生　

保
科　
　

努

〃　
　

豊
作
に
祭
り
ば
や
し
の
音
も
冴
え　
　
　

浅　

立　

高
橋　

と
み

〃　
　

初
売
り
の
祭
り
呼
び
声
紐
ゆ
る
む　
　
　

山　

口　

渡
部
喜
美
子

〃　
　

伝
統
の
祭
り
が
人
の
和
を
つ
く
る　
　
　

浅　

立　

小
形　

義
三

秀
句　

情
熱
が
リ
オ
で
は
じ
け
る
カ
ー
ニ
バ
ル　

荒
砥
甲　

本
間　

義
康

〃　
　

秋
祭
り
終
わ
れ
ば
長
い
冬
が
来
る　
　
　

西
高
玉　

金
田　

コ
ト

〃　
　

祭
り
後
も
余
韻
が
残
る
孫
の
獅
子　
　
　

鮎　

貝　

増
田　

栄
子

〃　
　

夏
祭
り
そ
ろ
い
の
ハ
ッ
ピ
客
誘
う　
　
　

高　

玉　

高
橋　

朝
子

〃　
　

村
祭
り
幼
き
時
の
幕
か
ぶ
り　
　
　
　
　

十　

王　

平　
　

恒
人

〃　
　

神
様
と
酒
盛
り
を
す
る
秋
ま
つ
り　
　
　

髙　

岡　

須
貝　

仲
次

〃　
　

思
い
出
す
赤
い
鼻
緒
と
ハ
ッ
カ
飴　
　
　

荒
砥
甲　

鈴
木
み
き
子

〃　
　

今
年
ま
た
祭
り
太
鼓
が
地
に
響
く　
　
　

荒
砥
乙　

大
滝　

栄
子

〃　
　

熱
唱
が
校
舎
に
響
く
文
化
祭　
　
　
　
　

佐
野
原　

五
十
嵐
と
し

〃　
　

豊
年
の
祭
り
わ
び
し
く
在
庫
米　
　
　
　

荒
砥
乙　

土
谷　

灯
一

五
客　

ド
ン
ヒ
ャ
ラ
リ
稲
穂
が
踊
り
村
が
酔
う　

十　

王　

川
部　

隆
雄

〃　
　

初
孫
の
仕
草
可
愛
い
い
文
化
祭　
　
　
　

高　

岡　

安
部　

柳
子

〃　
　

収
穫
祭
汗
の
結
晶
技
競
う　
　
　
　
　
　

横
田
尻　

金
田　

れ
ん

〃　
　

故
里
の
祭
り
心
に
ジ
ン
と
来
る　
　
　
　

世
田
谷　

遠
藤　

八
重

〃　
　

収
穫
を
祝
う
笑
顔
の
感
謝
祭　
　
　
　
　

畔　

藤　

菅
原　

敦
子

人
位　

お
祭
り
の
出
逢
い
が
縁
で
共
白
髪　
　
　

十　

王　

志
鎌
は
る
ゑ

地
位　

雛
祭
り
ひ
な
の
ぼ
ん
ぼ
り
灯
が
点
る　
　

畔　

藤　

梅
津　

い
と

天
位　

雪
祭
り
灯
り
童
話
の
夜
に
す
る　
　
　
　

浅　

立　

梅
津
た
つ
ゑ

軸　
　

祭
り
か
ら
醒
め
る
と
村
が
寂
し
過
ぎ　
　
　
　
　
　
　
　

白　

兎

次
回　

「
駅
」　

一
月
末
ま
で
。　

「
雪
」
二
月
末
ま
で
。

は
が
き
に
三
句　

白
鷹
町
荒
砥
乙
四
二
八―

二　
　

高
橋　

白
兎　

宛

  

町
報
川
柳　
　
　

「
祭　

り
」　　
　

高
橋　

白
兎　

選

町無形文化財「高玉芝居」を公演します

●いつ　２月11日（木）午後１時
　　　　（受付：昼12時30分開始）
●どこで　さくらの里文化伝承館（蚕桑地区公民館）
●演目「三日の情け」
●定員　280人
●入場前売券　500円（中学生以下は無料）
●当日券　700円
＊前売券に残席がある場合のみ販売します。
＊当日券をお求めのかたは、多少お待ちいただきます。
●入場前売券販売　中央公民館、各地区公民館
●主催　白鷹町教育委員会、蚕桑地区公民館
●その他
①高玉芝居にまつわる資料の展示
②売店コーナー（地元農産物
　を利用した加工品の販売）
■問い合わせ　
　蚕桑地区公民館
　　　　　　☎85－2153

2010年世界農林業センサスが実施されます

　農林水産省では、平成22年２月１日現在で、「2010年世界農林業センサス」を実施します。この調査は、
我が国の農林業・農山村地域の実態を明らかにする最も基本的な調査です。

　１月中旬から調査員が農林業関係者のかたがたを訪問して、調査票に農林業の経営状
況などの記入をお願いします。
　調査票に記入された事項については、統計以外の目的には使用されませんので、ご協
力をお願いします。

■問い合わせ　総務課情報係（☎85－6121）

荒砥高等学校新入生応援プロジェクト

　町では、まちづくりは「人」づくりの理念のもと、
次代を担う子どもたちの育成に力を入れています。
町の最高学府である荒砥高等学校に入学される皆
さんを応援します。
▼荒砥高等学校新入生に60000円を助成します。
　平成22年度荒砥高等学校入学者に対して、入学
時に必要となる制服・運動靴などの購入費用や通
学に係る費用の一部を支援します。

■問い合わせ　
　荒砥高等学校新入生応援事業実行委員会事務局
　（教育委員会内／☎85－6144）

今年も応援します！
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支出命令日 区分 支出命令額 備　　　考

12 月  １日 御祝 3,000 円 鷹山を語る会

12 月  ４日 御祝 3,000 円 深山地区中山間地域等直接支払いに
関する懇談会

12 月  ８日 香典 10,000 円
12 月 11 日 御祝 3,000 円 どりいむ農園直売所

12 月 11 日 御祝 3,000 円 下山さくら街道地域づくり祝賀会

12 月 15 日 御祝 10,500 円 文屋小百合氏「蝶々夫人」公演

12 月 15 日 献花 15,000 円 弔慰生花

12 月 15 日 激励金 10,000 円 JICA ボランティア激励金

12 月 18 日 御祝 3,000 円 四季の郷駅冬の感謝祭

12 月 18 日 香典 10,000 円
12 月 24 日 御祝 5,000 円 白鷹ライオンズクラブクリスマス例会

12 月 25 日 御祝 3,100 円 ヤナ仕舞と鮎供養祭

12 月 25 日 協賛 15,000 円 モンテディオ市町村応援デー

12 月 25 日 贈答品 31,110 円 須藤永一郎氏ほか
12 月 28 日 御祝 5,000 円 荒砥地区新春交流会

計 129,710 円 

12月の町長交際費

　平成22年12月に支出され
た町長交際費についてお知ら
せします。

■問い合わせ　総務課総務係
　　　　　　（☎85－6120）

　町内医療機関にご協力いただき下記の対象者（基礎疾患のないかた）に集団接種を実施して

います。詳しくは健康福祉課健康推進係までお問い合わせください。

新型インフルエンザワクチン集団接種について

白鷹町新型インフルエンザ対策本部情報．③

新型インフルエンザワクチン接種費用の助成について
　町では、町内に住所があり、接種時に１歳から中学３年生のかた（接種費用軽減対象の方を

除く）を対象に、１回目の接種費用全額（3,600円）を助成しています。

これから接種を受ける

場合

　町内医療機関窓口で年齢を確認できる書類（母子手帳、健康保険証など）を
掲示して接種を受けてください。医療機関での支払いはありません。
　町外医療機関で接種を受ける場合は医療機関窓口で接種費用を支払った
後、下記の償還払いの申請をしてください。

既に接種を受け、接種費

用を支払った場合

　償還払いの申請をすることで助成が受けられます。健康福祉課窓口に、接種
費用の領収書、接種したことを確認できる書類（接種済証・母子手帳）、印鑑、払
い戻し先の金融機関口座番号などがわかるもの（通帳など）を持参のうえ、申
請をしてください。

※上記とは別に、町民税非課税世帯のかたは接種費用の軽減が受けられます。証明書を発行し

　ますので、接種の前に健康福祉課窓口に印鑑持参のうえ申請をしてください。

■問い合わせ　
新型インフルエンザ対策本部事務局（健康福祉課健康推進係）☎86－0210

集団接種の対象者 日　程　等
１歳～小学校３年生 　１回目は終了。２回目は、１月８日～10日・14日実施。

小学校４～６年生 　１回目は終了。２回目は１月 22 日（金）実施。
中学生 　１月 15 日（金）・17 日（日）実施。
高校生 　１月中旬から下旬に２日間の日程で実施予定。



●26　　 広報しらたか　2010.1.12●27 　　 広報しらたか　2010.1.12 ●26　　 広報しらたか　2010.1.12●27 　　 広報しらたか　2010.1.12

催　し

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
教
室

▼
い
つ　

１
月
26
日
（
火
）

　
　
　
　

午
後
７
時
15
分
～

▼
ど
こ
で　

蚕
桑
小
学
校
体
育
館

▼
内
容　

ド
ッ
ヂ
ビ
ー

　

柔
ら
か
い
素
材
の
フ
リ
ス
ビ
ー

を
使
用
し
た
ス
ポ
ー
ツ
で
、
さ
ま

ざ
ま
な
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
紹
介

し
ま
す
。
当
た
っ
て
も
痛
く
な
い

の
で
、
ど
な
た
で
も
気
軽
に
楽
し

め
ま
す
。

▼
講
師　

体
育
指
導
委
員
会

▼
持
ち
物　

シ
ュ
ー
ズ
・
タ
オ
ル

・
飲
み
物

▼
主
催　

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
設
立
準
備
委
員
会

■
問
い
合
わ
せ　

教
育
委
員
会
生

涯
ス
ポ
ー
ツ
係
（
☎
85

－

６
１
４

７
）

フ
ラ
ダ
ン
ス
の
無
料
体
験
会

　

現
在
中
央
公
民
館
で
活
動
し
て

い
る
フ
ラ
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
の
無

料
体
験
が
で
き
ま
す
。
や
さ
し
く
、

楽
し
く
、
ス
ト
レ
ス
解
消
や
美
容

と
健
康
に
ぜ
ひ
ど
う
ぞ
。
初
心
者

や
男
性
の
か
た
も
大
歓
迎
で
す
。

動
き
や
す
い
服
装
で
お
い
で
く
だ

さ
い
。

▼
い
つ　

２
月
２
日
（
火
）

　
　
　
　
　
　

16
日
（
火
）

▼
会
場　

中
央
公
民
館
文
化
実
習
室

▼
持
ち
物　

ウ
ェ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ

▼
ク
ラ
ス

①
ケ
イ
キ
ク
ラ
ス

○
時
間　

午
後
５
時
15
分

　
　
　
　

～
６
時
30
分

○
対
象　

年
長
児
～
小
学
６
年
生

②
イ
リ
マ
ク
ラ
ス

○
時
間　

午
後
６
時
30
分
～
８
時

○
対
象　

ど
な
た
で
も

③
ワ
ヒ
ネ
ク
ラ
ス

○
時
間　

午
後
８
時
～
９
時
30
分

○
対
象　

中
学
生
～
40
歳

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

カ
フ
ラ

・
オ
・
ハ
ワ
イ
／
松
下
ま
な
み

（
☎
０
９
０

－

９
５
３
２

－

０
０

４
７
）

冬
の
山
形
お
き
た
ま
伝
統
野
菜

料
理
講
習
会
・
発
表
試
食
会

▼
い
つ　

２
月
24
日
（
水
）

　
　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
１
時

▼
ど
こ
で　

置
賜
総
合
文
化
セ
ン

タ
ー
（
米
沢
市
金
池
３
丁
目
１

－

14
）

※
託
児
所
を
準
備
し
ま
す
の
で
、

　

必
要
な
か
た
は
事
前
に
申
込
く

　

だ
さ
い
。

▼
内
容　

新
レ
シ
ピ
「
創
作
な
お

え
料
理
」
に
よ
る
雪
菜
、
小
野
川

豆
も
や
し
、
花
作
大
根
な
ど
を
使

っ
た
料
理
講
習
会
・
事
例
紹
介

▼
参
加
費　

無
料

※
事
前
申
込
み
が
必
要
で
す
。

▼
定
員　

50
人　
　

▼
募
集
期
間　

２
月
１
日
（
月
）

　
　
　
　
　
　
　

～
12
日
（
金
）

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

置
賜
総

合
支
庁
農
業
振
興
課　

園
芸
振
興

担
当
（
☎
０
２
３
８

－

26

－

６
０

５
１
）

十
割
そ
ば
打
ち
を
通
し
て

地
球
温
暖
化
を
考
え
て
み
よ
う

①
川
西
町
会
場

▼
い
つ　

１
月
30
日
（
土
）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
２
時

▼
ど
こ
で　

川
西
町
農
村
環
境
改

善
セ
ン
タ
ー
（
川
西
町
大
字
中
小

松
２
２
４
０

－

２
）

▼
参
加
費　

大
人　

５
０
０
円　

　
　
　
　
　

子
供　

無
料

※
打
っ
た
そ
ば
は
昼
食
と
し
て
食

　

べ
ま
す
。
持
ち
帰
り
は
あ
り
ま

　

せ
ん
。

▼
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、

マ
イ
は
し

▼
参
加
人
数　

50
人
（
申
し
込
み

先
着
順
）

②
米
沢
市
会
場

▼
い
つ　

２
月
20
日
（
土
）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
２
時

▼
ど
こ
で　

米
沢
市
す
こ
や
か
セ

ン
タ
ー
（
米
沢
市
西
大
通
一
丁
目

５

－

60
）

※
以
下
、
川
西
町
会
場
に
同
じ

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

置
賜
総

合
支
庁
環
境
課
（
☎
０
２
３
８

－

26

－

６
０
３
５
）募　集

ち
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

▼
い
つ　

２
月
９
日
（
火
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

　
　
　

（
受
付
は
午
後
１
時
～
）

▼
ど
こ
で　

タ
ス
パ
ー
ク
ホ
テ
ル

２
階
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル

▼
参
加
事
業
所
の
申
込
締
切

　
　
　
　

１
月
29
日
（
金
）

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ

長
井
公
共
職
業
安
定
所　

担
当
・

竹
田
（
☎
84

－

８
６
０
９
）

や
ま
が
た
緑
環
境
税
を
活
用
し

森
づ
く
り
活
動
を
支
援
し
ま
す

　

平
成
22
年
度
み
ど
り
環
境
公
募

事
業
に
よ
る
県
民
参
加
の
森
づ
く

り
活
動
の
募
集
を
行
い
ま
す
。

▼
支
援
す
る
活
動
内
容

平
成
22
年
度
に
実
施
す
る
取
組
み

①
森
林
・
自
然
環
境
学
習

②
自
然
環
境
の
保
全
活
動

③
豊
か
な
森
づ
く
り
活
動

④
森
林
資
源
の
利
活
用

▼
募
集
期
間　

１
月
12
日
（
火
）

　
　
　
　
　

～
２
月
16
日
（
火
）

■
問
い
合
わ
せ　

町
産
業
振
興
課

（
☎
85

－

６
１
２
５
）、
置
賜
総
合

支
庁
森
林
整
備
課
森
づ
く
り
推
進

室（
☎
０
２
３
８

－

35

－

９
０
５
３
）

西
置
賜
就
職
面
談
会
の
開
催

と
参
加
企
業
の
募
集

　

長
井
・
西
置
賜
地
域
で
は
、
依

然
厳
し
い
雇
用
失
業
情
勢
が
続
い

て
お
り
、
早
期
就
職
を
願
う
多
く

の
か
た
が
た
の
た
め
就
職
面
談
会

を
開
催
し
ま
す
。
お
仕
事
を
お
探

し
の
か
た
は
、
事
前
の
申
込
は
必

要
あ
り
ま
せ
ん
。
お
気
軽
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
長
井
・
西
置
賜
地
域
の

事
業
所
の
皆
さ
ま
に
は
優
秀
な
人

材
獲
得
の
絶
好
の
機
会
で
す
。
多

く
の
事
業
所
か
ら
の
参
加
を
お
待

●
図
書
館
休
館
日
の
お
知
ら
せ　

1
月
25
日
（
月
）
か
ら
29
日
（
金
）
ま
で
蔵
書
点
検
の
た
め
休
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
宜
し
く
お
ね
が
い
し
ま
す
。

　　

■
問
い
合
わ
せ　

白
鷹
町
立
図
書
館
（
☎
85

－

２
１
１
１
）
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おしらせ

啓
翁
桜
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

　

白
鷹
町
特
産
と
な
っ
た
啓
翁
桜
。

こ
の
冬
も
全
国
各
地
で
楽
し
ん
で

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
も
う
ひ
と

つ
の
お
楽
し
み
と
し
て
、
啓
翁
桜

の
写
真
を
撮
っ
て
応
募
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

▼
対
象
作
品　

啓
翁
桜
が
写
っ
て

い
る
も
の
（
つ
ぼ
み
、
咲
き
は
じ

め
、
満
開
、
葉
桜
な
ど
）

▼
応
募
形
式　

プ
リ
ン
ト
写
真
、

デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
で
撮
影
し
た
画

像
デ
ー
タ
な
ど

▼
各
賞　

金
賞
１
点
、
銀
賞
２
点
、

銅
賞
３
点
、
サ
ン
フ
ァ
ー
ム
賞
、

白
鷹
賞
な
ど

▼
賞
品　

白
鷹
町
の
特
産
品
な
ど

▼
締
め
切
り　

３
月
25
日
（
木
）

▼
各
賞
発
表　

４
月
１
日
に
ホ
ー

ム
べ
ー
ジ
に
て
発
表
し
ま
す
。

▼
そ
の
他

○
ご
応
募
い
た
だ
い
た
写
真
（
画

　

像
）
は
お
返
し
し
ま
せ
ん
の
で

　

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

○
今
後
サ
ン
フ
ァ
ー
ム
し
ら
た
か

　

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
カ
タ
ロ
グ
、

　

チ
ラ
シ
な
ど
に
使
わ
せ
て
い
た

　

だ
く
予
定
で
す
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

サ
ン
フ

ァ
ー
ム
し
ら
た
か
（
☎
85

－

０
８

２
５
）

最
上
川
検
定
２
０
０
９

受
検
者
募
集

　

母
な
る
川
「
最
上
川
」
と
地
域

の
つ
な
が
り
や
魅
力
を
再
発
見
し

て
「
最
上
川
博
士
」
に
な
り
ま
せ

ん
か
。

▼
い
つ　

２
月
28
日
（
日
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～

　
　
　

（
受
付
午
後
１
時
～
）

▼
ど
こ
で　

長
井
市
民
文
化
会
館

▼
受
検
料　

無
料

▼
受
検
項
目

○
最
上
川
マ
ス
タ
ー（
一
般
）の
部

○
最
上
川
ジ
ュ
ニ
ア
マ
ス
タ
ー

（
小
学
生
）
の
部

▼
申
込
締
切　

２
月
５
日
（
金
）

※
当
日
消
印
有
効

▼
申
込
方
法　

美
し
い
山
形
・
最

上
川
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
最
上
川
検
定

事
務
局
」
ま
で
郵
送
ま
た
は
フ
ァ

ッ
ク
ス
に
て
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
申
込
書
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

　

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
も
で

　

き
ま
す
。

▼
そ
の
他　

合
格
者
に
は
認
定
証

を
交
付
し
ま
す
。

▼
申
込
・
テ
キ
ス
ト
の
請
求
・
問

い
合
わ
せ　

美
し
い
山
形
・
最
上

川
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
最
上
川
検
定
事

務
局
」

山
形
市
小
白
川
町
１

－

４

－

12

（
山
形
大
学
小
白
川
キ
ャ
ン
パ
ス

内
／
☎
０
９
０

－

５
８
３
７

－

４

９
４
４
／
フ
ァ
ッ
ク
ス
０
２
３

－

６
６
６

－

３
７
３
８
／
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジh

ttp
://m

o
g

am
ig

aw
a.

g
r.jp

）

認
知
症
の
人
と
家
族
の
会
開
催

　

認
知
症
の
介
護
に
関
す
る
悩
み

や
不
安
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
認
知

症
の
人
を
介
護
し
て
い
る
か
た
が

集
ま
っ
て
話
し
合
う
会
を
開
催
し

ま
す
。
認
知
症
に
関
す
る
相
談
も

お
受
け
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

▼
い
つ　

１
月
28
日
（
木
）　

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

▼
ど
こ
で　

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
対
象
者　

認
知
症
の
人
と
家
族

の
か
た
、
介
護
者
の
か
た
な
ど

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
86

－

０
１
１
２
）

平
成
22
年
度
指
名
競
争
入

札
参
加
資
格
審
査
申
請
（
追

加
）
の
手
続
き
に
つ
い
て

　

建
設
工
事
、
測
量
・
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
な
ど
の
指
名
競
争
入
札

（
追
加
受
付
）
に
参
加
を
希
望
さ

れ
る
場
合
は
「
白
鷹
町
入
札
参
加

資
格
審
査
申
請
要
綱
」
に
よ
り
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。
要
綱
は
建
設

水
道
課
ま
た
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　

な
お
、
郵
送
に
よ
る
申
請
の

場
合
は
、
２
月
26
日
到
着
分
（
必

着
）
ま
で
受
け
付
け
ま
す
。

▼
受
付
期
間　

２
月
１
日
（
月
）

　
　
　
　
　
　
　

～
26
日
（
金
）

（
土
、
日
、
祝
日
は
除
く
）

▼
受
付
時
間　

午
前
９
時
～
12
時
、

午
後
１
時
～
４
時
30
分

■
問
い
合
わ
せ　

建
設
水
道
課
管

理
係
（
☎
85

－

６
１
４
０
）

広告

≪雪処理による犠牲者ゼロに向けて≫

　雪害による犠牲者は、風水害に次ぐ第二の自然災害
になっています。特に、65歳以上の高齢者のかたの事
故が多くなっています。
事故の特徴
①屋根からの転落による事故が多い。
②1人で作業し作業を始めてから間もない事故が多い。
③高齢者の事故の多くは「他の人にお願いするのは気
　兼ねする」、「体力的に無理と思わない」が原因。
④除雪機による事故が多い。

心がけましょう！除雪中の事故防止のための6か条
○作業は家族、隣近所にも声掛けて！ 
○建物のまわりに雪を残して雪下ろし！ 
○作業開始直後と、疲れたころは特に慎重に！ 
○晴れの日ほど要注意、屋根の雪がゆるんでる！ 
○はしごの固定を忘れずに！ 
○除雪機の雪詰まりの除去はエンジンを切ってから！



【12月1日～12月31日届出】

　 お く や み　　

 住所　　 氏　　　名　 年齢
広　野　鈴　木　　守　　42
浅　立　髙　橋　ツ　カ　93
鮎　貝　鈴　木　まさの　92
荒砥乙　橋　本　寿美子　85
鮎　貝　海　野　　次　　83
荒砥乙　鈴　木　と　り　98
深　山　羽　田　眞佐子　80
浅　立　髙　橋　せ　ん　84
畔　藤　　　原　サ　ダ　83
横田尻　土　屋　と　く　89
荒砥乙　橋　本　五　郎　96
浅　立　湯　澤　龍　夫　81
荒砥甲　後　　　み　つ　86
荒砥乙　髙　橋　洋　子　68
山　口　川　野　さ　わ　97
荒砥甲　木　内　清次郎　96
荒砥甲　菅　野　庄次郎　94
鮎　貝　御代田　　寬　　91
荒砥甲　　蹄　　貞　夫　70
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広
報
し
ら
た
か
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

戸籍の窓にのせたくないかたは、届出のときに戸籍年金係にお申し出ください。

こんにちは赤ちゃん

 住所 父母の名 子の名

高　玉 金田 雄一郎 隆
りゅう

之
の

介
すけ

奈　緒

高　玉 藁品 慎　一 花
か

　穂
ほ

さ　織

鮎　貝 佐藤 真　光 光
こう

　雅
が

まゆみ

中　山 佐藤 和　広 伶
れい

　多
た

由　美

荒砥甲 菊地 吉　将 陽
ひ

　心
なか

薫

萩　野 紺野 桂　馬 瑠
る

　菜
な

美　穂

高　玉 長谷部 克　広 成
なる

奈　保

十　王 吉田 　　幸 光
みつ

　稀
き

喜実子

深　山 羽田 大　輔 海
かい

　二
じ

智恵美

箕和田 松林 智　樹 雛
ひ

　愛
な

ひとみ

ご結婚おめでとう

　　氏　　　名　　　  住所

（鈴　木　栄　裕　　畔　藤
髙　橋　由美子　　米沢市

▼
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
皆
さ
ん
ど
ん
な
正
月
を
過
ご
し
ま

し
た
か
。
私
は
、
羽
黒
神
社
に
初
詣
に

行
っ
て
き
ま
し
た
。
時
折
吹
雪
く
天
候

の
中
、
約
30
分
ほ
ど
歩
い
て
到
着
。
御

神
酒
を
い
た
だ
き
、
一
緒
に
行
っ
た
か

た
と
地
域
の
こ
と
な
ど
を
語
り
な
が
ら

過
ご
し
ま
し
た
。

▼
今
回
の
新
春
特
集
で
は
、
12
人
の
年

男
年
女
の
か
た
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま

し
た
。
良
く
知
ら
な
い
か
た
に
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
す
る
と
い
う
こ
と
で
、
正
直
最

初
は
不
安
で
し
た
が
、
普
段
聞
く
こ
と

の
で
き
な
い
か
た
の
お
話
を
聞
い
た
り
、

快
く
引
き
受
け
て
く
だ
さ
る
皆
さ
ん
と

接
し
て
、
人
の
温
か
さ
や
人
と
人
と
の

つ
な
が
り
の
大
切
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。

▼
今
月
号
か
ら
サ
ー
ク
ル
紹
介
コ
ー
ナ

ー
を
は
じ
め
ま
し
た
。
こ
の
紙
面
を
通

じ
て
、
新
し
い
仲
間
や
サ
ー
ク
ル
同
志

の
つ
な
が
り
が
増
え
て
く
れ
る
と
う
れ

し
い
で
す
。
本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。　
　
　
　

（
お
お
た
き
）

VOL.1

信　通

サ
ークル

輪

◆
結
成
時
期
・
き
っ
か
け
は
？

○
結
成
は
平
成
14
年
９
月
で
す
。

川
西
町
の
よ
さ
こ
い
を
見
て
感
動

し
、
友
人
５
人
で
始
め
ま
し
た
。

◆
メ
ン
バ
ー
構
成
は
？

○
小
学
生
か
ら
大
人
（
上
は
50
代
）

ま
で
、
35
人
（
う
ち
男
性
３
人
）

で
活
動
し
て
い
ま
す
。

◆
活
動
内
容
は
？

○
毎
週
土
曜
日
、
夜
７
時
か
ら
中

央
公
民
館
で
練
習
し
、
地
区
の
お

祭
り
や
イ
ベ
ン
ト
で
踊
ら
せ
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

◆
今
後
の
目
標
な
ど
は
？

○
ま
ず
は
、
メ
ン
バ
ー
み
ん
な
で

楽
し
く
踊
る
こ
と
。
そ
れ
か
ら
、

毎
年
仙
台
市
で
開
催
さ
れ
る
「
よ

さ
こ
い
ま
つ
り
」
に
参
加
し
て
い

ま
す
が
、
今
年
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

音
楽
と
振
り
付
け
で
参
加
す
る
予

定
な
の
で
、
み
ん
な
で
一
生
懸
命

練
習
し
て
い
ま
す
。

◆
最
後
に
ひ
と
言

○
よ
さ
こ
い
に
興
味
の
あ
る
か
た
、

い
つ
で
も
歓
迎
し
ま
す
。
一
度
練

習
を
見
に
来
て
く
だ
さ
い
。（
特
に
、

親
子
・
男
性
大
歓
迎
！
）

みんなで広げる

昨年のよさこいまつりで
受賞した「よさびと賞」

フラワー長井線まつりにて

　今月から、町内のメンバーを中心に活動する
さまざまな団体を紹介します。

よさこい白鷹櫻
おう

鷹
よう

會
かい

（代表　奥山さち子さん）


